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す
る
ほ
か
、
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
、

ス
イ
ー
ツ
や
軽
食
な
ど
も

ご
用
意
。
ご
家
族
連
れ
や

カ
ッ
プ
ル
、お
友
達
同
士
、

ま
た
、
お
ひ
と
り
で
も
ど

う
ぞ
。

　

約
１
０
０
０
席
の
い
す

と
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ

た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
、

当
日
午
後
４
時
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、

１
日
限
り
の
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
で
真
夏
の
夜
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１８

　

時
〜　

時　

分
※
雨
天

１６

２０

４０

決
行
▽
場
所
＝
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
南
口
広
場
※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
来
場
に
は
電
車
や
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
七

色
の
光
と
、
暑
さ
を
吹
き

飛
ば
す
よ
う
な
音
の
競
演

を
、ご
家
族
や
お
友
だ
ち
、

ご
近
所
な
ど
と
ご
一
緒
に
、

ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
こ
と
し
は
埼
玉

県
の
三
郷
花
火
大
会
と
同

時
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、

よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

花
火
大
会
と
な
り
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１９

　

時　

分
〜　

時　

分
※

１８

４５

２０

３０

雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

８
月　

日
�
に
延
期
▽
場

２６

所
＝
流
山
１
〜
３
丁
目
地

先
の
江
戸
川
堤
▽
内
容
＝

と
う
ろ
う
流
し
、
打
ち
上

げ
花
火
（
３
５
０
０
発
）、

ナ
イ
ア
ガ
ラ
仕
掛
け
花
火
、

記
念
花
火

　

会
場
周
辺
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
来

場
に
は
公
共
交
通
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日　

時
か
ら

１８

　

時　

分
ま
で
、
会
場
周

２１

３０

辺
で
道
路
交
通
規
制
（
別

図
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

　

【
総
武
流
山
電
鉄
で
】

　

▼
流
山
駅
・
平
和
台
駅

か
ら
徒
歩
約
５
分

　

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
で
】

　

▼
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
か
ら
徒
歩
約　

分
２５

※
同
駅
か
ら
流
山
駅
東
口

　

夏
の
夜
空
と
江
戸
川
の
川
面
を
華
麗
に
彩
る
流
山
の
花

火
大
会
。
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
、
こ
と
し　

回
３０

目
を
迎
え
ま
す
。
８
月　

日
�
に
開
か
れ
る
今
回
の
花
火

１９

大
会
は
、
特
に
来
年
１
月
１
日
の
市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
て
、
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
初
め
て
対
岸
の
埼
玉
県

三
郷
市
の
花
火
大
会
と
同
時
開
催
と
な
り
、
よ
り
盛
大
に

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
前
日
の　

日
�
に
は
、
流
山
お
お

１８

た
か
の
森
駅
前
広
場
で
、
同
駅
開
業
１
周
年
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
「
駅
コ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
�
サ
マ
ー
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ア
２
０
０
６
�」を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
も
終
盤
に
向
か

う
両
日
、
夏
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
花
火
大
会
と
駅
コ

ン
サ
ー
ト
で
。

夏
の
夜
空
に
光
と
音
の
競
演

夏
の
夜
空
に
光
と
音
の
競
演

打
ち
上
げ

打
ち
上
げ　

発
、ナ
イ
ア
ガ
ラ

発
、ナ
イ
ア
ガ
ラ　

ｍｍ

３５００３５００

５００５００

　

夏
の
夜
空
に
色
と
り
ど

り
の
大
輪
を
咲
か
せ
る
花

火
は
、
私
た
ち
に
驚
き
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
て
行
わ
れ
る
今
回
の

流
山
花
火
大
会
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
は
、
約
３

５
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花

火
に
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
と

う
ろ
う
流
し
、
そ
し
て
大

切
な
人
へ
思
い
を
込
め
て

打
ち
上
げ
る
記
念
花
火

（
一
般
募
集
）
な
ど
、
内

容
も
充
実
。

　

特
に
、
関
東
最
大
級
の

ナ
イ
ア
ガ
ラ
仕
掛
け
花
火

は
、
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
り
花
火
が
江
戸
川

の
水
面
に
流
れ
落
ち
、
ま

さ
に
圧
巻
で
す
。

　

流
山
花
火
大
会
は
、
こ

と
し
で　

回
目
を
迎
え
ま

３０

す
。歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

昭
和　

年
に
当
時
の
市
商

５１

工
会
青
年
部
が
、
昭
和　
２０

年
代
ま
で
行
わ
れ
て
い
た 

「
と
う
ろ
う
流
し
」
を
二

十
数
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
、

合
わ
せ
て
盛
大
に
花
火
大

会
を
催
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

　

以
来
、
流
山
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
市
民
は
も
と

よ
り
近
隣
の
方
々
に
も
長

く
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
商
工
会
青
年
部

を
中
心
と
す
る
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
と
、

地
元
商
工
業
者
の
皆
さ
ん

な
ど
の
協
賛
に
よ
り
、
第

１
回
目
に
は
３
０
０
発
だ

　市立柏高校吹奏楽部の演奏も市立柏高校吹奏楽部の演奏も

っ
た
打
ち
上
げ
花
火
の
数

も
、
今
で
は
３
５
０
０
発

と
増
え
、
県
内
で
も
有
数

の
花
火
大
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

真
夏
の
夜
の
ひ
と
時
、

５
０
席
。

　

【
Ｂ
・
Ｃ
席
】
１
人
１

０
０
０
円
、
特
製
ダ
ン
ボ

ー
ル
い
す
、１
８
０
０
席
。

　

※
い
ず
れ
も
先
着
順
。

ご
希
望
の
方
は
、
市
商
工

会
ま
た
は
市
役
所
商
工
課

へ
申
し
込
み
を

　

□問
 

流
山
花
火
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局

　

流
山
市
商
工
会
�
７
１

５
８
―
６
１
１
１
／
市
役

所
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

ま
で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
、
バ
ス
下
車
徒

歩
約
５
分

　

▼
南
流
山
駅
（
Ｊ
Ｒ
・

Ｔ
Ｘ
）
か
ら
徒
歩
約　

分
２０

※
同
駅
か
ら
東
武
バ
ス

第３０回
流山花火大会

「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
行
」

ま
た
は
京
成
バ
ス
「
江
戸

川
台
駅
行
」路
線
バ
ス
で
、

会
場
周
辺
の
バ
ス
停
で
下

車
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

�
　
「
と
う
ろ
う
」は
１
個
１

０
０
０
円
で
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
８
月　

日
�
ま

１７

で
に
市
商
工
会
へ
申
し
込

み
を
。

　
「
記
念
花
火
」は
１
口
３

万
円
で
す
。
先
着
順
で　
１０

口
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
８
月
９

日
�
ま
で
に
市
役
所
商
工

課
へ
申
し
込
み
を
。

�
　

席
取
り
不
要
。
い
す
席

で
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
観
覧
で
き
ま
す
。

ナ
イ
ア
ガ
ラ
仕
掛
け
花
火

の
正
面
席
で
す
。

　

【
Ｓ
指
定
席
】
１
人
３

０
０
０
円
、パ
イ
プ
い
す
、

１
０
０
席
。
※
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
飲
み
物
・
お
つ
ま
み

な
ど
が
付
き
ま
す

　

【
Ａ
席
】
１
人
２
０
０

０
円
、
パ
イ
プ
い
す
、
１

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

と
う
ろ
う
・
記
念

と
う
ろ
う
・
記
念

花
火
の
申
し
込
み

花
火
の
申
し
込
み

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

有
料
観
覧
席
を

有
料
観
覧
席
を

発
売
中

発
売
中

会
場
へ
は
バ
ス
や
電
車
で

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
か
ら　

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行

８月１９日、江戸川堤で
三郷花火大会と同時開催

���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������
���������������������������

おしゃれで楽しいおしゃれで楽しい
サマー・ファンタジアサマー・ファンタジア２００６２００６
流山おおたかの森駅流山おおたかの森駅
南口広場にオープンカフェ南口広場にオープンカフェ

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

開
業
１
周
年
と
市
制
施
行

　

周
年
を
記
念
し
、
さ
ら

４０に
は
流
山
花
火
大
会
の
前

夜
祭
と
し
て
「
駅
コ
ン
ス

ペ
シ
ャ
ル
�
サ
マ
ー
・
フ

ァ
ン
タ
ジ
ア
２
０
０
６
�」

を
、
同
駅
南
口
広
場
で
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
同
駅
自
由

通
路
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
今
回

は
そ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
と

し
て
、
広
場
に
特
設
ス
テ

ー
ジ
を
設
け
、
全
国
的
に

も
有
名
な
柏
市
立
柏
高
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
ジ
ャ

ズ
や
ロ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
は
パ
リ
の

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
の
よ

う
な
お
し
ゃ
れ
な
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
。
楽
し
い
大
道

芸
人
が
あ
な
た
を
お
迎
え

総
武

流
山
電
鉄

J
R
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エク

ス
プ
レ
ス

※�　
�

は�通�行�止�

至松戸 

至新松戸駅 
至三郷中央駅 

至
鰭
ケ
崎
駅

至
鰭
ケ
崎
駅

 

至
鰭
ケ
崎
駅
 

至流山おおたかの森駅 

流
山

流
山

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�

本�
会�
大�

部�

消�
防�
署� 

県�
道�
松�
戸�
野�
田�
線� 

 
至野田 

流山駅 

平和台駅 

市�役�所�

 

江�
戸�
川�

江�
戸�
川�

 
江�
戸�
川� 

流�
山�
橋� 

花火大会道路交通規制�

南
流
山
駅
 

至三郷駅

至三郷駅

 至三郷駅 

市制４０周年記念
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乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
拡
充

き
ょ
う
か
ら
３
歳
以
上
の
通
院
も
対
象
に

　

市
で
は
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
を
改
正
し
、

き
ょ
う
１
日
か
ら
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
内
容
を
拡

充
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
す
べ
て
の
乳
幼
児
に
つ

い
て
、
入
院
・
通
院
を
問

わ
ず
助
成
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
別

表
参
照
）。

　

こ
れ
ま
で
、「
３
歳
未
満

ま
で
」
と
な
っ
て
い
た
通

院
お
よ
び
調
剤
に
対
す
る

助
成
対
象
を
、「
就
学
前
ま

で
」
に
拡
充
。

　

ま
た
、
入
院
の
場
合
、

３
歳
か
ら
就
学
前
児
に
つ

い
て
は
、「
継
続
し
て
７
日

以
上
の
入
院
」
の
み
を
助

成
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、「
１
日
以
上
」
に
拡
充

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

子
育
て
支
援
体
制
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
た
め
改
正

し
た
も
の
で
す
。

　

医
療
費
の
助
成
を
受
け

　７月８日に行われた松ケ丘商店会の七夕祭。模擬店やフリーマーケ
ット、ゲームコーナーなどが並び、多くの家族連れでにぎわいました。

る
た
め
に
は
、
事
前
に
市

に
対
し
て
申
請
手
続
き
を

し
、「
乳
幼
児
医
療
費
助
成

受
給
券
」
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
　

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成

受
給
券
」
の
有
効
期
限
が

７
月　

日
で
切
れ
た
こ
と

３１

に
伴
い
、
新
し
い
受
給
券

乳
幼
児
医
療
費
助
成

受
給
券
の
更
新

を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

き
ょ
う
１
日
か
ら
は
更
新

さ
れ
た
新
し
い
受
給
券
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
子
育

て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
切

れ
た
受
給
券
は
使
用
で
き

　

母
子
家
庭
等
の
生
活
を

支
援
す
る
、
児
童
扶
養
手

当
と
児
童
育
成
手
当
の
現

況
届
を
き
ょ
う
１
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

　

該
当
世
帯
に
は
、
現
況

届
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
本
人
が
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
提
出
が
遅
れ
る

と
、
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

▽
提
出
期
限
＝
８
月　
３１

日
�
▽
提
出
方
法
＝
現
況

届
、
印
か
ん
、
児
童
扶
養

手
当
証
書
（
受
給
者
の

み
）、養
育
費
等
に
関
す
る

申
告
書
等
、
送
付
さ
れ
た

案
内
に
記
載
さ
れ
て
い
る

添
付
書
類
を
持
参
し
、
本

人
が
子
育
て
支
援
課
へ
提

出
※
郵
送
は
不
可

�
　

母
子
世
帯
等
で
、
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
、

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
方
で
、
養

新
規
申
請
は

随
時
受
け
付
け

ま
せ
ん
の
で
、
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
ま
で
ご
返
却

く
だ
さ
い
。

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

�

　

の
現
況
届

　

日
ま
で
に
必
ず
提
出
を

31

児
童
扶
養
手
当

児
童
育
成
手
当

育
す
る
児
童
が
２
人
以
上

い
る
場
合
、
市
の
児
童
育

成
手
当
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
請
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

▽
資
格
要
件
児
童
＝
①

父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な

い
児
童
②
父
が
死
亡
し
た

児
童
③
父
に
重
度
（
国
民

年
金
法
の
障
害
等
級
１
級

程
度
）
の
障
害
が
あ
る
児

童
④
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
⑤
そ

の
他
※
①
〜
⑤
と
も
、　
１８

歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月

　

日
ま
で
の
児
童
。
所
得

３１に
よ
る
支
給
制
限
あ
り
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

移動図書館「わかば号」　移動図書館「わかば号」
車両整備のため９月中休館車両整備のため９月中休館　

　
　地域の皆さんにご利用いただいている移動図
書館「わかば号」。車両整備のため９月中休館
し、１０月から再開します。８月中は、通常通り
ご利用いただけます。
　車両整備は、「自動車ＮＯｘ・ＰＭ法」にお
ける排出基準に適合するためのものです。
　なお、これに伴い移動図書館の各ステーショ
ンでの８月の最終巡回日に貸し出す図書等の返
却期限については、再開後の１０月最初の巡回日
まで延長します。
　□問 中央図書館�７１５９－４６４６

納
涼
祭
に
伴
う
バ
ス
停
移
動

江
戸
川
台
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー

１２・１３日

　

８
月　

日
�
・　

日
�

１２

１３

の
２
日
間
、
江
戸
川
台
駅

東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
江

戸
川
台
駅
前
商
店
街
振
興

組
合
主
催
の
納
涼
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
ぐ
り
ー

ん
バ
ス
の
江
戸
川
台
東
ル

ー
ト
の
バ
ス
停
お
よ
び
東

武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
が
運
行

す
る
路
線
バ
ス
の
バ
ス
停

が
、
一
時
的
に
江
戸
川
台

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
移

動
し
ま
す
（
図
参
照
）。

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
� 

１２

・　

日
�
▽
バ
ス
停
移
動

１３
時
間
＝　

時
以
降
最
終
便

１７

ま
で

　

□問
 

東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト

㈱
西
柏
営
業
事
務
所
�
７

１
４
４
―
５
０
１
１

東武野田線�東武野田線�

出
張
所
�

江戸川台駅�
至
運
河
駅�

至
初
石
駅�

東 口�

西 口�

交番�

現停留所�

臨時乗降場�

…�バス乗降場�
納涼祭に伴う�
　　バス停の移動�

国保・老保

入
院
時
の
食
事
代
な
ど
を
軽
減

対
象
は
非
課
税
世
帯
の
方

　

①
入
院
時
食
事
療
養
費

の
減
額
申
請

　

市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
と
老
人
保
健
該
当
者

が
、
入
院
中
に
一
部
負
担

す
る
食
事
費
用
に
係
る

「
入
院
時
食
事
療
養
費
」

の
減
額
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
（
入
院
時
の
１
食
当

た
り
の
負
担
額
は
表
１
参

照
）。

　

②
入
院
時
一
部
負
担
金

限
度
額
適
用
認
定
の
申
請

　

市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
の
う
ち
高
齢
受
給
者

や
、
老
人
保
健
該
当
者
は

入
院
し
た
場
合
に
、
同
一

の
医
療
機
関
で
１
カ
月
に

支
払
う
入
院
費
が
限
度
額

（
表
２
参
照
）に
な
る「
入

院
時
一
部
負
担
金
限
度
額

適
用
認
定
」
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
老
人
保
健
該
当

者
で
、
①
お
よ
び
②
に
該

当
の
方
に
は
申
請
書
を
郵

送
し
ま
し
た
。

　

【
申
請
方
法
】

　

保
険
証
お
よ
び
老
人
医

療
受
給
者
証
（
老
人
保
健

該
当
者
の
み
）、入
院
が　
９０

日
を
超
え
た
場
合
に
は
領

収
書
、
転
入
者
な
ど
は
非

課
税
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
書
類
を
持
参
し
、

国
保
年
金
課
（
老
人
保
健

該
当
者
は
高
齢
者
支
援

課
）
へ
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
高
齢

者
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
０

○乳幼児医療費の助成対象

旧　　制　　度

３歳以上～小学校就学前児３歳未満対象年齢

入院（継続して７日以上）通院・入院区 分
通院　　全額自己負担
入院　　１日２００円
（継続して７日以上）
調剤　　全額自己負担

通院　　１回２００円
入院　　１日２００円

調剤　　自己負担なし
自己負担

＊市民税所得割が課税されていない世帯は自己負担なし

�
平成１８年８月１日診療分より

小学校就学前児対象年齢

通院・入院区 分
通院　１回２００円
入院　１日２００円
調剤　自己負担なし自己負担

＊市民税所得割が課税されていない世帯は自己負担なし

表１　１食当たりの入院中の食事代（通常１食２６０円）

７０歳以上で低所得
Ⅰの方の自己負担
額

市民税非課税世帯等（国保
加入者）の方と７０歳以上で
低所得Ⅱの方の自己負担額

対象

入院日数

１食　１００円

１食　２１０円９０日まで

１食　１６０円
９０日を超える

入院
（過去１２カ月）

※低所得Ⅱとは、世帯主および国保加入者（老人保健は世帯全員）
が市民税非課税の方（市民税非課税の廃止に伴う経過措置対象者
を含む）
※低所得Ⅰとは、世帯主および国保加入者（老人保健は世帯全員）
が市民税非課税かつ各種収入等から必要経費・控除を差し引いた
所得が０円となる世帯に属する方（市民税非課税の廃止に伴う経
過措置対象者を含む）

表２　１カ月当たりの入院費の限度額

２４,６００円７０歳以上の低所得Ⅱ

１５,０００円７０歳以上の低所得Ⅰ
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医
療
保
険
制
度
が
一
部
改
正

高
齢
者
の
負
担
割
合
の
変
更
な
ど

　

医
療
保
険
制
度
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
き

ょ
う
１
日
か
ら
、
所
得
区
分
の
判
定
基
準
が

見
直
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、　

月
１
日
か
ら
は
、
高
額

１０

医
療
費
・
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

と
、　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
老
人
保
健
該
当

７０

者
の
う
ち
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
方
の
自
己

負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
　

歳
以
上
ま
た
は
、
老

７０
人
保
健
該
当
者
の
う
ち
、

現
役
並
み
所
得
の
あ
る
世

帯
の
方
は
、
医
療
機
関
に

支
払
う
自
己
負
担
割
合
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

負
担
割
合
は
、
平
成　

年
１８

９
月　

日
ま
で
は
２
割
負

３０

担
、
平
成　

年　

月
１
日

１８

１０

か
ら
は
３
割
負
担
に
な
り

ま
す
。

　

現
役
並
み
所
得
の
あ
る

世
帯
と
は
、　

歳
以
上
ま

７０

た
は
、
老
人
保
健
該
当
者

で
、
市
民
税
の
課
税
標
準

の
総
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
方
の
世
帯
。
た
だ

し
、
同
一
世
帯
の　

歳
以

７０

上
の
方
お
よ
び
老
人
保
健

該
当
者
の
収
入
の
合
計
が
、

２
人
以
上
の
場
合
は
５
２

０
万
円
未
満
、
１
人
（
本

人
の
み
）
の
場
合
は
３
８

３
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に

な
り
ま
す
（
図
参
照
）。

�
　

税
制
改
正
に
伴
う
、
公

的
年
金
等
控
除
の
縮
減
お

税
制
改
正
に
伴
い
所

得
区
分
が
上
が
る
方

の
経
過
措
置

よ
び
老
年
者
控
除
の
廃
止

に
よ
り
、
所
得
区
分
が
上

が
る
方
の
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成　

年
８
月
か
ら

１８

２
年
間
、
月
の
自
己
負
担

限
度
額
が
一
般
（
表
２
参

照
）に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
市
民
税
の
課

税
標
準
の
総
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
２
１
３
万
円

未
満
の　

歳
以
上
お
よ
び

７０

老
人
保
健
該
当
者
の
世
帯

で
す
。

　

ま
た
、
課
税
標
準
総
所

得
が
２
１
３
万
円
を
超
え

て
い
て
も
、
表
１
の
収
入

要
件
に
該
当
す
る
世
帯
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
一
般

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
割
合
は
、
平
成　
１８

年
９
月　

日
ま
で
は
２
割

３０

負
担
、
平
成　

年　

月
１

１８

１０

日
以
降
は
３
割
負
担
で
す
。

�
　

老
年
者
に
係
る
住
民
税

非
課
税
措
置
の
廃
止
に
よ

り
、
非
課
税
世
帯
の
世
帯

員
の
一
部
が
課
税
と
な
っ

老
年
者
に
係
る
市
民

税
非
課
税
措
置
の
廃

止
に
伴
う
経
過
措
置

た
場
合
、
課
税
に
な
っ
た

方
が
平
成　

年
１
月
１
日

１７

現
在　

歳
以
上
で
前
年
の

６５

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
同

一
世
帯
内
の
非
課
税
の
方

は
、
申
請
に
よ
り
「
自
己

負
担
限
度
額
」お
よ
び「
入

院
時
食
事
代
の
標
準
負
担

額
」
は
「
低
所
得
Ⅱ
」
の

適
用
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は

「
低
所
得
Ⅰ
」
の
適
用
に

な
り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

経
過
措
置
の
適
用
は
、

平
成　

年
８
月
か
ら
２
年

１８

間
で
す
。

高額医療費
高額療養費

自
己
負
担
限
度
額
の
改
正

非
課
税
世
帯
は
据
え
置
き

　

健
康
保
険
で
は
、
１
人

の
方
が
、
ひ
と
月
に
同
一

の
医
療
機
関
等
で
、
一
定

額
以
上
の
医
療
費
が
か
か

っ
た
場
合
、
高
額
医
療
費

（
老
人
保
健
の
方
）
や
、

高
額
療
養
費
（
老
人
保
健

以
外
の
方
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

平
成　

年
８
月
診
療
分

１８

よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額

を
算
定
す
る
課
税
年
度
が

変
わ
り
、
平
成　

年
中
の

１７

所
得
よ
り
算
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
高
額
医
療

費
お
よ
び
高
額
療
養
費
の

算
定
の
根
拠
と
な
る
自
己

負
担
限
度
額
が
、
平
成　
１８

年　

月
１
日
の
診
療
分
よ

１０
り
変
更
に
な
り
ま
す
（
表

２
・
３
参
照
）。
※
非
課
税

世
帯
の
方
の
自
己
負
担
限

度
額
に
つ
い
て
は
据
え
置

か
れ
ま
す

�
　

同
月
内
の
診
療
で
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
金

額
が
高
額
医
療
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
（
表
２
参

照
）。※
保
険
診
療
外
の
も

の
や
食
事
代
等
は
含
ま
れ

ま
せ
ん

　

老
人
保
健
の
高
額
医
療

費
に
該
当
し
た
方
に
は
、

市
か
ら
申
請
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
す

老
人
保
健
の
高
額
医

療
費
に
つ
い
て

る
と
次
回
か
ら
は
、
自
動

的
に
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。
な
お
、
入
院
の
場

合
は
、
１
カ
月
の
一
部
負

担
金
は
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。

�
　

表
２
・
３
の
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
て
、
同
月

内
に
、
ひ
と
つ
の
医
療
機

関
等
で
支
払
っ
た
医
療
費

が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
※
保
険
診

療
外
の
も
の
や
食
事
代
等

国
民
健
康
保
険
の
高

額
療
養
費
に
つ
い
て

は
含
ま
れ
ま
せ
ん

　

該
当
す
る
方
に
は
、
診

療
月
の
２
〜
３
カ
月
後
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
の
申
告
が

な
い
未
申
告
世
帯
は
上
位

所
得
世
帯
と
し
て
み
な
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
高
齢

者
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
０

障
害
認
定
で
老
人
保
健
該
当
に

対
象
は　

歳
以
上
の
方

６５

　

老
人
保
健
該
当
者
は
、

昭
和
７
年
９
月　

日
以
前

３０

に
生
ま
れ
た
方
で
す
が
、

　

歳
以
上
の
方
で
次
の
い

６５ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

申
請
に
よ
り
老
人
保
健
該

当
者
に
な
り
、
老
人
医
療

受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、申
請
の
際
に
は
、

障
害
者
手
帳
や
健
康
保
険

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

▽
該
当
要
件
＝
①
身
体

障
害
者
手
帳
の
１
〜
３
級

の
方
②
身
体
障
害
者
手
帳

の
音
声
機
能
、
言
語
機
能

ま
た
は
そ
し
ゃ
く
機
能
障

害
で
４
級
の
方
③
身
体
障

害
者
手
帳
の
下
肢
機
能
障

害
で
４
級
の
第
１
・
３
・

４
号
に
該
当
の
方
④
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

１
〜
２
級
の
方
⑤
療
育
手

帳
の
重
度
の
方

　

□問
 

国
民
健
康
保
険
…
国

保
年
金
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
７
／
老
人
保
健
…

高
齢
者
支
援
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
０

　

▽
勤
務
内
容
＝
国
保
被

保
険
者
お
よ
び
老
人
保
健

該
当
者
の
訪
問
指
導
▽
勤

務
期
間
＝
９
月
１
日
〜
平

成　

年
３
月　

日
▽
勤
務

１９

３１

日
／
時
間
＝
月
〜
金
曜
／

９
時
〜　

時
（
勤
務
日
・

１７

時
間
は
相
談
可
）
▽
応
募

資
格
＝
保
健
師
の
有
資
格

者
▽
時
間
給
＝
１
６
３
０

円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
応
募
方
法
＝
履
歴
書
と

資
格
確
認
が
で
き
る
も
の

（
写
し
）
を
国
保
年
金
課

ま
た
は
高
齢
者
支
援
課
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
▽
選
考

方
法
＝
書
類
審
査
の
上
、

面
接
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
高
齢

者
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
０

市
臨
時
職
員（
保

健
師
）の
募
集

表１　税制改正に伴う経過措置対象者の要件

１４５万円以上２１３万円未満課税所得

３８３万円以上
４８４万円未満

１人の場合
収入の
合計額 ５２０万円以上

６２１万円未満
２人以上の
場合

70歳以上の国民健康保険の方および老人保健の方の�
「自己負担割合」と「自己負担限度額」       �
●医療機関にかかる際の自己負担割合�

●自己負担限度額の負担区分の判定�

国民健康保険の高額療養費および老人保健の高額医療費�

世帯内の70歳以上および老人保健該当者で課税所得金額が�
145万円以上の方がいますか？�

同一世帯に70歳以上の方と老人保健の方は2人以上いますか？�

世帯内の70歳以上および老人保健該当者で課税所得金額が�
145万円以上の方がいますか？�

世帯内の70歳以上および老人保健該当者で課税所得金額が�
213万円以上の方がいますか？�

収入は383万円未満ですか？�

一般・低所得Ⅰ・低所得Ⅱの区分�

2割負担（10月1日から3割負担）�

※課税所得、収入金額については、平成17年中のものです      �
※2割負担の方については、9月30日までは2割負担、10月1日からは3割負担�

※課税所得、収入金額については、平成17年中のものです       �
※低所得Ⅰ、低所得Ⅱの判定については、表2欄外参照�

2割負担（10月1日から3割負担）�

申請により1割負担に� 申請により1割負担に�

合計の収入は520万円未満ですか？�

はい�

本人のみ�

はい� いいえ�

一般の区分（経過措置）�

はい� いいえ�

2人以上�

同一世帯に70歳以上の方と老人保健の方は2人以上いますか？�

本人のみ� 2人以上�

いいえ�

いいえ� はい� いいえ� はい�

収入は484万円未満ですか？�

表2　70歳以上の方および老人保健の方の自己負担限度額�

区　分�
自己負担限度額（月額）�

入院および世帯ごとの�
限度額�

外来の限度額�
（個人ごと）�

一　般� 12,000円� 44,400円（40,200円）�

80,100円（72,300円）�

現役並み所得者�
44,400円�
（40,200円）�

8,000円�
低所得Ⅱ�
低所得Ⅰ�

24,600円�
15,000円�

（　）内は平成18年9月30日までの額�

現役並み所得者の区分� 現役並み所得者の区分�

申請により一般の区分（経過措置）� 申請により一般の区分（経過措置）�

合計の収入は621万円未満ですか？�

いいえ� はい� いいえ� はい�

１割負担�

医療費が267,000円（361,500
円）を超えた場合は、その超え
た分の1％を加算※4回目以降
は44,400円（40,200円）�

※低所得Ⅱとは、世帯主および国保加入者（老人保健は世帯全員）が市
民税非課税の方（市民税非課税の廃止に伴う経過措置対象者を含む）  �
※低所得Ⅰとは、世帯主および国保加入者（老人保健は世帯全員）が市
民税非課税かつ各種収入等から必要経費・控除を差し引いた所得が0円
となる世帯に属する方（市民税非課税の廃止に伴う経過措置対象者を
含む）�

※上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額などが600万円（670万円）
を超える世帯の方�

表3　70歳未満の方の自己負担限度額（老人保健対象者を除く）�

区　分�
自己負担限度額（月額）�

3回目まで� 4回目以降�

一　般�

80,100円（72,300円）�
44,400円�
（40,200円）�

83,400円�
（77,700円）�

150,000円（139,800円）�

35,400円� 24,600円�

上位所得者�

住民税�
非課税世帯�

（　）内は平成18年9月30日までの額�

医療費が500，000円（466，000円）を
超えた場合は、その超えた分の1％
を加算�

医療費が267,000円（241,000円）を
超えた場合は、その超えた分の1％
を加算�

国保・老保
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平成１８年８月１日（火曜日）　　　（　）４

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史
（１７）�

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
開
業
１
周
年
を
記
念
し

て
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道

株
式
会
社
で
は
、
沿
線
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催
や

１
日
乗
り
放
題
き
っ
ぷ
の

発
売
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
業
１
年
に
当

た
る
８
月　

日
以
降
、
沿

２４

線
の
子
ど
も
た
ち
が
Ｔ
Ｘ

や
沿
線
を
テ
ー
マ
に
描
い

た
絵
を
中
吊
り
し
た
車
両

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

【
Ｔ
Ｘ
わ
く
わ
く
！
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
】

　

Ｔ
Ｘ
各
駅　

カ
所
、
沿

２０

線
の
施
設　

カ
所
に
記
念

３２

ス
タ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
個
数

や
集
め
方
に
よ
り
、
抽
選

で
沿
線
の
名
産
品
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。
流
山
市
内

で
は
、Ｔ
Ｘ
３
駅
の
ほ
か
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
周

辺
の
「
ふ
く
ろ
う
の
森
」

と
「
須
賀
果
樹
園
」
に
ス

タ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ス
タ
ン
プ
シ
ー

ト
は
Ｔ
Ｘ
各
駅
の
ス
タ
ン

プ
設
置
場
所
等
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
実
施
期
間
は

８
月　

日
�
ま
で
。
シ
ー

３１

ト
は
９
月
８
日
�
ま
で
に

Ｔ
Ｘ
各
駅
ヘ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

【
夏
休
み
！
１
日
乗
り
放

題
き
っ
ぷ
】

　

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
実
施
期
間
中
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
ス
タ
ン
プ
収

集
や
夏
休
み
の
自
由
研
究

な
ど
に
大
変
便
利
で
お
得

な
「
１
日
乗
り
放
題
き
っ

ぷ
」
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

□問
 

Ｔ
Ｘ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
�
０
５
７
０
―
０
０
０

―
２
９
８
／
都
市
計
画
課

�
７
１
５
０
―
６
０
８
７

第
１
号
の　
　
　
を
認
定

流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
が
本
格
化

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
、

上
着
を
脱
い
で
自
ら
神
輿

を
担
い
で
練
り
歩
き
ま
し

た
。
夏
は
、
こ
う
し
た
伝

統
行
事
や
自
治
会
の
納
涼

祭
な
ど
地
域
の
催
し
が
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
出
掛
け
を
。

�
　

市
民
の
皆
さ
ん
に
平
和

を
願
っ
て
折
っ
て
い
た
だ

い
た
折
り
鶴
が
、
８
月
９

日
�
〜　

日
�
に
市
役
所

１１

１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
終
戦
記
念
日
の
８
月

　

日
に
、
市
民
手
づ
く
り

１５の「
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
」

を
、
子
ど
も
た
ち
が
直
接

広
島
平
和
記
念
公
園
に
届

け
る
予
定
で
す
。
流
山
市

は
、「
平
和
都
市
宣
言
」
の

宣
言
文
の
中
で
、
本
市
は

「
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の

被
爆
国
と
し
て
、
広
島
・

長
崎
の
い
た
ま
し
さ
と
被

爆
者
の
苦
し
み
を
す
べ
て

の
人
々
に
訴
え
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る
恒
久
平

和
を
達
成
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
て

い
ま
す
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

９
日
か
ら
平
和
の

９
日
か
ら
平
和
の 

折
り
鶴
を
展
示

折
り
鶴
を
展
示

ド
レ
ー
や
ル
パ
ン
３
世
の

テ
ー
マ
、
星
に
願
い
を
な

ど　

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

１０
井
崎
市
長
も
開
演
前
の
楽

屋
を
訪
れ
、「
育
児
負
担
が

か
か
り
が
ち
な
お
母
さ
ん

た
ち
が
楽
し
め
る
ス
テ
ー

ジ
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
で

は
、
子
ど
も
た
ち
も
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
っ
て
、
ピ
エ

ロ
に
扮
し
た
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ひ
だ
ま
り
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
マ
ツ
ケ
ン
ダ

ン
サ
ー
ズ
に
。
カ
メ
ラ
を

持
っ
た
お
父
さ
ん
た
ち
が

ス
テ
ー
ジ
前
に
集
ま
っ 

て
、
盛
り
上
が
り
も
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
緑
の
価
値
指

標
」
を
定
め
、
こ
れ
に
適

合
し
た
プ
ラ
ン
に
マ
ー
ク

を
交
付
す
る
「
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
認
定
制
度
」
を

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

戸
建
て
街
区
と
集
合
住

宅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で

第
１
号
認
定
を
決
定
し
、

７
月　

日
に
認
定
証
の
授

１４

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写

真
。
こ
の
制
度
は
、
市
の

最
大
の
財
産
で
あ
る
緑
の

保
全
・
活
用
と
区
画
整
理

事
業
で
失
わ
れ
た
自
然
の

回
復
を
目
指
す
「
流
山
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」

に
基
づ
く
も
の
で
、
緑
化

を
促
進
し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
な
ど
を
抑
制

す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

第
１
号
と
し
て
認
定
さ

れ
た
の
は
、
戸
建
て
街
区

が
「
流
山
市
西
平
井
・
鰭

ケ
崎
地
区　

街
区
（　

画

１７

１３

地
）」（
事
業
者
＝
ミ
サ
ワ

ホ
ー
ム
東
関
東
、
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
、積
水
ハ
ウ
ス
）

の
約
２
１
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
集
合
住
宅
が
「
流

山
市
新
市
街
地
地
区
一
体

型
特
定
土
地
区
画
整
理
事

各
地
で
祭
礼
や
納
涼
祭

消
防
団
や
交
安
協
会
な
ど
が
協
力

　

夏
休
み
最
初
の
日
曜
日

と
な
っ
た
７
月　

日
、
平

２３

和
台
の
大
宮
公
園
の
高
台

に
あ
る
大
杉
神
社
の
祭
礼

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
お
神

輿
な
ど
が
住
宅
街
を
練
り

歩
き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

地
元
の
加
台
、平
和
台
、

東
急
ド
エ
ル
の
３
自
治
会

が
中
心
に
な
っ
て
実
行
委

員
会
（
西
島
茂
委
員
長
）

を
組
織
し
、
子
ど
も
会
や

消
防
団
第
７
分
団
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
交
通
安
全
協
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
協
力

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

紺
の
地
に
「
大
杜
」
と
染

め
抜
か
れ
た
揃
い
の
半
纏

常
盤
松
中
学
校
が
演
奏

常
盤
松
中
学
校
が
演
奏

レ
イ
ソ
ル
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

　

常
盤
松
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
、
７
月　

日
、
日

１６

立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
で
行
わ

れ
た
Ｊ
２
リ
ー
グ
第　

節
２８

「
柏
レ
イ
ソ
ル
対
ヴ
ィ
ッ

訪
ね
、「
中
学
生
時
代
の
よ

い
思
い
出
に
な
る
よ
う
精

一
杯
演
奏
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
部
員
を
激
励

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

柏
レ
イ
ソ
ル
の
流
山
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
と
し
て
流

山
市
民
２
０
０
人
が
無
料

招
待
さ
れ
た
試
合
。
場
外

で
も
流
山
市
観
光
協
会

（
石
井
享
会
長
）
が
特
設

ブ
ー
ス
を
設
け
、
流
山
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
流
山
ふ
る

さ
と
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
を
務
め
た
の
は
、
流
山

市
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟

（
白
井
栄
一
会
長
）
に
所

属
す
る
７
チ
ー
ム
か
ら
各

３
人
ず
つ
選
ば
れ
た　

人
２１

の
小
学
生
た
ち
。
小
・
中

学
生
の
真
剣
な
活
躍
に
ス

タ
ン
ド
か
ら
惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
い

し
た
。

家
族
で
ス
イ
ン
グ

乳
幼
児
ら
７
０
０
人
が
楽
し
む

　

７
月　

日
、
文
化
会
館

１５

ホ
ー
ル
で
子
育
て
サ
ロ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
「
夏
だ　

元

気
に
ジ
ャ
ズ
」が
行
わ
れ
、

乳
幼
児
連
れ
の
音
楽
フ
ァ

ン
ら
７
０
０
人
が
ス
イ
ン

グ
ジ
ャ
ズ
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
＝
写
真
。

　

公
民
館
で
は
、
育
児
中

の
ご
家
族
に
、
隣
で
赤
ち

ゃ
ん
が
授
乳
し
て
い
て
も
、

幼
児
が
演
奏
に
合
わ
せ
て

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し

て
い
て
も
、
ス
テ
ー
ジ
の

奏
者
も
、
客
席
の
聴
衆
も

お
互
い
に
気
に
し
な
い
約

束
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
し
た
ご
家
族
連
れ
や

乳
児
を
抱
い
た
お
母
さ
ん

ら
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し

ま
し
た
。
結
成　

年
の

２７

「
ス
イ
ン
グ　

ジ
ャ
ズ
オ

８０

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
市
内
で

活
動
を
続
け
て
い
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー「
弦
の
会
」。

弦
の
会
は
、
花
祭
り
や
グ

業
施
工
地
区
内
Ａ
４
街
区

１
画
地
」（
事
業
者
＝
オ
リ

ッ
ク
ス
・
リ
ア
ル
エ
ス
テ

ー
ト
、
東
京
建
物
）
の
約

２
万
４
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
。
認
定
の
対
象
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
区
域
で
の
建
築
・

開
発
行
為
で
、
認
定
を
受

け
る
と
、
市
内
金
融
機
関

の
金
利
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
る
ほ
か
、
認
定
を
物

件
の
販
売
促
進
に
活
用
で

き
ま
す
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

セ
ル
神
戸
戦
」
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
で
「
め
ぐ
み
の
ひ

と
」、「
ダ
ン
シ
ン
・
メ
ガ

ヒ
ッ
ツ
」
を
演
奏
し
、
一

万
人
近
い
観
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

井
崎
市
長
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
時
か
ら
中
学
生
ら
を

ラ
ナ
ダ
な
ど
６
曲
を
演
奏
。

ス
イ
ン
グ　

ジ
ャ
ズ
オ
ー

８０

ケ
ス
ト
ラ
は
、
ア
ニ
メ
メ

を
ま
と
っ
た
若
衆
が
担
ぐ

勇
壮
な
神
輿
を
は
じ
め
子

ど
も
た
ち
が
引
く
山
車
な

ど
が
沿
道
を
埋
め
た
人
々

か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
井
崎
市
長
も
「
こ

う
し
た
機
会
に
顔
見
知
り

を
増
や
し
て
、
気
軽
に
声

を
掛
け
合
え
る
街
を
築
き

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な　
　

ど�
開
催

ふ
く
ろ
う
の
森
や
果
樹
園
で

１周年
�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ぶどう・梨・ブルーベリー

市内の観光果樹園でもぎたて果実を市内の観光果樹園でもぎたて果実を
　「もぎたて果実のみずみずしさを味わって」
と市観光果樹組合では、ぶどう、梨、ブルーベ
リーのもぎ取りや直売を行っています。詳細は
各果樹園にお問い合わせください。
（ぶどう①～⑦、梨⑤～⑧、ブルーベリー⑨）
　▽果樹園名（場所）電話番号＝①鏑木（駒木
台）�７１５２－４５６８／②芳野（古間木）�７１５８－
４７２３／③水代（向小金）�７１７４－４４５１／④高城
（名都借）�７１４５－６２４７／⑤奥富（東初石）�
７１５２－０６２３／⑥須賀（十太夫）�７１５２－０８３９／
⑦小倉（駒木台）�７１５３－４９１１／⑧水野（前ケ
崎）�７１４４－７８６３／⑨池田（上貝塚）�７１５８－
９９８４
　□問 農政課�７１５０－６０８６

グ
リ
ー
ン

マ
ー
ク

（　）　　 第１１１９号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

「
元
気
な
流
山
の
Ｐ
Ｒ
を

し
た
く
て
」
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の
お
酒
を
考

案
し
た
金
子
勇
さ
ん
。
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
そ

し
て
東
武
野
田
線

の
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
が
開
業
し

て
も
う
す
ぐ
１
年
。

加
５
丁
目
の
か
ご

や
商
店
で
出
し
て

い
る
「
流
山
お
お

た
か
の
森
」
が
静

か
な
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
。「
純

米
吟
醸
酒
流
山
お

お
た
か
の
森
」は
、

ま
ろ
や
か
な
ワ
イ

ン
の
よ
う
な
味
が
、ま
た
、

「
蔵
元
の
梅
酒
流
山
お
お

た
か
の
森
」
は
、
甘
さ
が

す
っ
き
り
と
し
た
飲
み
口

が
、
そ
れ
ぞ
れ
人
気
だ
。

商
工
会
女
性
部
長
も
務
め

る
連
れ
合
い
の
早
苗
さ
ん

は
、「
流
山
の
よ
さ
は
緑
の

豊
か
さ
。
お
酒
で
森
の
街

・
流
山
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
語
る
。
こ
と
し
は
、
初

め
て
自
分
の
畑
で
育
て
た

流
山
産
き
く
芋
で
「
き
く

芋
の
、も
ろ
み
漬
け
」

も
発
表
し
た
。
鰭
ケ

崎
の
和
菓
子
店
「
菓

匠
、
美
し
ま
や
」
の

水
沼
英
夫
さ
ん
が
考

案
し
た
「
銘
菓
お
お

た
か
の
森
」
や
新
選

組
に
ち
な
ん
で
考
案

し
た
和
菓
子
「
誠
」

と
一
緒
に
、「
流
山
ふ

る
さ
と
産
品
」
に
申

請
し
、
７
月　

日
に

２７

指
定
さ
れ
た
。
せ
ん

べ
い
や
漬
物
、
み
り
ん
、

和
菓
子
な
ど
流
山
ふ
る
さ

と
産
品
は
、
夏
休
み
の
帰

省
な
ど
で
流
山
か
ら
の
土

産
と
し
て
安
定
し
た
人
気

を
誇
っ
て
い
る
。
勇
さ
ん

は
、
も
と
も
と
手
先
が
器

用
で
、
竹
筒
の
と
っ
く
り

を
つ
く
っ
て
は
、
近
所
の

方
々
に
配
っ
て
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
も
。店
内
に
は
、

竹
と
っ
く
り
を
は
じ
め
、

木
を
彫
っ
た
看
板
や
お
盆

な
ど
手
づ
く
り
の
装
飾
品

が
並
び
、
さ
な
が
ら
個
人

美
術
館
の
よ
う
だ
。
こ
れ

ま
で
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の

お
酒
の
ラ
ベ
ル
も
勇
さ
ん

が
描
い
た
。「
流
山
お
お
た

か
の
森
」
の
ラ
ベ
ル
は
、

近
所
で
写
真
学
校
へ
通
う

山
崎
裕
士
さ
ん
が
撮
っ
た

市
野
谷
の
森
の
写
真
が
和

紙
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い

て
、
緑
を
基
調
に
、
森
の

街
・
流
山
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
る
。「
夢
と
人
生
に

は
定
年
が
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
は
女
性
が
元
気
で
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
」

と
ご
夫
妻
は
語
る
。

オリジナル酒流山おおたかの森を考案した金子さん夫妻

頃
か
ら
作
り
始
め
た
。

　

蓮
見
一
郎
「
う
ち
の
親

父
が
西
瓜
組
合
の
組
合
長

に
な
り
、
茨
城
県
の
指
導

員
に
種
蒔
き
か
ら
肥
料
ま

で
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。

先
生
が
東
深
井
に
来
る
と
、

四
十
何
人
か
の
組
合
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
畑
に
集
り
、

現
地
で
指
導
を
受
け
た
。

味
が
良
く
て
ど
の
市
場
に

行
っ
て
も
、
評
判
が
良
か

っ
た
。よ
く
売
れ
た
の
で
、

西
瓜
で
借
金
を
全
部
返
し

た
人
も
い
た
。
農
協
も
西

瓜
組
合
に
は
非
常
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

早
川
隆
司
「
桜
の
花
の

咲
く
頃
に
種
を
２
、
３
日

浸
し
て
、
人
肌
の
温
度
で

発
芽
し
た
も
の
を
、
３
〜

４
セ
ン
チ
ず
つ
蒔
種
し
ま

す
。
私
も
東
京
の
江
東
市

場
に
出
荷
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
流
北
運
送
が

馬
車
を
引
い
て
い
た
時
代

で
、
夕
方
６
時
、
西
瓜
を

３
０
０
個
積
ん
で
家
を
出

て
、
翌
日
の
２
時
頃
市
場

に
着
く
。
良
く
売
れ
て
、

１
個
が
１
８
０
円
か
ら
２

０
０
円
」

　

坂
巻
正
治
「
私
も
昭
和

　

年
頃
、西
瓜
を
作
っ
た
。

３５開
墾
畑
な
の
で
西
瓜
栽
培

に
は
も
っ
て
こ
い
の
土
地

で
し
た
」

　

西
瓜
は
連
作
を
嫌
う
。

　

年
は
駄
目
。
畑
を
全
部

１０使
い
き
り
、
西
瓜
の
品
質

が
落
ち
て
き
た
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
農
家
で
作
付
け

を
止
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
／
山
本
文
男

　

東
深
井
西
瓜
組
合
の
出

荷
前
の
記
念
撮
影
（
昭
和

　

年
８
月
）
前
列
中
央
＝

２４蓮
見
明
三
、
後
列
右
か
ら

４
人
目
＝
蓮
見
一
郎

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（

運
河
西
瓜
を
作
り
出
し
た�

人
た
ち
の
話�

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

流山ふるさと産品に指定

森の街を盛り上げたい

　
　

年
近
く
昔
の
話
だ 

６０
が
、
流
山
北
部
の
畑
に 
西 

す
い

 
瓜 
小
屋
が
あ
っ
た
時
代
が

かあ
る
。
昭
和　

年
か
ら　

１０

３６

年
頃
ま
で
、
東
深
井
の
農

家
は
、
蓮
見
明
三
を
指
導

者
と
し
て
、
東
深
井
西
瓜

組
合
を
結
成
し
て
、
昭
和

　

年
頃
に
は
横
浜
青
果
市

２５場
等
へ
も
出
荷
。
運
河
西

瓜
は
味
が
良
く
て
有
名
だ

っ
た
。

　

月
刊
タ
ウ
ン
誌
「
流
山

わ
が
ま
ち
」（
平
成
元
年
９

月
号
）
で
、
東
深
井
の
古

老
、
蓮
見
裕
、
蓮
見
一
郎
、

早
川
隆
司
、
坂
巻
正
治
が

「
東
深
井
西
瓜
組
合
」
の

思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。　

　

要
約
し
て
み
る
。

　

蓮
見
裕
「
当
時
は
西
瓜

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
り
ま
し
た

ね
。
美
味
し
か
っ
た
ん
で

売
れ
た
。
種
が
良
か
っ
た

ん
で
す
ね
」

　

種
は
、
奈
良
県
の
大
和

西
瓜
。
貨
車
で
買
い
に
行

っ
て
、
西
瓜
を
運
ん
で
き

て
種
を
取
り
、
昭
和　

年
１０

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�
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　駅広ライブ（江戸川台駅前商店街振興組合主催）＝８月５日�・６
日�１５時～２１時、東武野田線江戸川台駅前東口特設ステージ。ロック
やジャズなど。入場料無料。□問 同組合�７１５４－３２１１（平日１０
時～１６時）
　クラシックギターコンサート第３回（楽々クラブ主催、市教委後援）
＝８月１２日�１４時１５分～１５時４５分、森の図書館。入場料無料□問 砂川�
７１５４－７０３５
　第１４回運河塾「オオタカとサシバとカエルの里、江戸川・三ケ尾の
これから－その保全と活用－」（利根運河の生態系を守る会主催）＝
８月１９日�１３時３０分～１６時４０分、森の図書館。資料代３００円（高校生
以下無料）□問 新保�７１５４－６７４６
　袋物に絵付けしてマイバッグを作る講習会（風船かずら主催）＝８
月２３日�９時３０分～１２時、生涯学習センター。参加費１,８００円□問 村山�
７１５９－５９３６
　パルナス フルート アンサンブル第４回定期演奏会＝８月２６日�１３
時３０分～１５時４５分、アミュゼ柏（柏市）。入場料無料□問 須田�７１５４
－７４１３

　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～１７時、流山福祉会館□問 楜沢�
７１５８－７２７２
　SALSA CON CLASE（アメリカンスタイル・サルサダンス）＝毎週
土曜１９時～２１時、南流山センター□問 吉元�０８０－３４５２－３５０８
　唱人の森（女声合唱）＝毎週金曜１０時～１２時、森の図書館または東
深井福祉会館□問 武富�７１５３－６７０９
　エーデルワイス（初級英語）＝毎月第２・４金曜１０時～１２時、森の
図書館□問 定本�７１５５－８０７３
　西深井俳句会＝毎月最終日曜１３時～１６時、西深井福祉会館□問 松田�
７１５４－８７８０
　知的財産教室（実用新案を考える会）＝毎月第２月曜１４時～１７時、
西深井福祉会館□問 佐藤�７１５６－１８３９
　童謡とシャンソンの会＝第１・３月曜１０時～１２時、江戸川台西自治
会館□問 金子�７１５４－５８９７
　千葉県高齢者生活協同組合流山支部「男の料理・金曜会」＝第２・
４金曜１０時～１３時、南流山センター□問 石井�７１５５－０１８４
　宮園ガーデンクラブ（生花、フラワーアレンジメント）＝第３土曜
１５時～１７時、思井福祉会館□問 林�７１５９－３５２５
　 千  薔  薇 会   （日本画）＝第１・３金曜１４時～１７時、生涯学習センター。
せん そう び かい

□問 保坂�７１５８－５９９１（１８時以降）
　はがき絵の会「彩雅会」＝第２・４火曜１３時３０分～１５時３０分、初石
公民館。□問 田村�７１５３－５１７７

お
と
な
り
さ
ん
〈２６〉

イ ベ ン ト

サ ー ク ル

市ホームページでより詳細に
　この「１５万人のひろば」でご紹介している街の話題
は、流山市ホームページhttp://www.city.nagareyama.
chiba.jp/で、より詳細にご覧いただくことができます。
街の話題については「ぐるっと流山」、昭和の流山産業
史については秘書広報課のページの「昭和の流山産業
史」、イベントについては「イベントあれこれ」でそれ
ぞれご紹介しています。
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平成１８年８月１日（火曜日）　　　（　）４

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史
（１７）�

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
開
業
１
周
年
を
記
念
し

て
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道

株
式
会
社
で
は
、
沿
線
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催
や

１
日
乗
り
放
題
き
っ
ぷ
の

発
売
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
業
１
年
に
当

た
る
８
月　

日
以
降
、
沿

２４

線
の
子
ど
も
た
ち
が
Ｔ
Ｘ

や
沿
線
を
テ
ー
マ
に
描
い

た
絵
を
中
吊
り
し
た
車
両

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

【
Ｔ
Ｘ
わ
く
わ
く
！
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
】

　

Ｔ
Ｘ
各
駅　

カ
所
、
沿

２０

線
の
施
設　

カ
所
に
記
念

３２

ス
タ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
個
数

や
集
め
方
に
よ
り
、
抽
選

で
沿
線
の
名
産
品
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。
流
山
市
内

で
は
、Ｔ
Ｘ
３
駅
の
ほ
か
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
周

辺
の
「
ふ
く
ろ
う
の
森
」

と
「
須
賀
果
樹
園
」
に
ス

タ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ス
タ
ン
プ
シ
ー

ト
は
Ｔ
Ｘ
各
駅
の
ス
タ
ン

プ
設
置
場
所
等
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
実
施
期
間
は

８
月　

日
�
ま
で
。
シ
ー

３１

ト
は
９
月
８
日
�
ま
で
に

Ｔ
Ｘ
各
駅
ヘ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

【
夏
休
み
！
１
日
乗
り
放

題
き
っ
ぷ
】

　

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
実
施
期
間
中
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
ス
タ
ン
プ
収

集
や
夏
休
み
の
自
由
研
究

な
ど
に
大
変
便
利
で
お
得

な
「
１
日
乗
り
放
題
き
っ

ぷ
」
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

□問
 

Ｔ
Ｘ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
�
０
５
７
０
―
０
０
０

―
２
９
８
／
都
市
計
画
課

�
７
１
５
０
―
６
０
８
７

第
１
号
の　
　
　
を
認
定

流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
が
本
格
化

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
、

上
着
を
脱
い
で
自
ら
神
輿

を
担
い
で
練
り
歩
き
ま
し

た
。
夏
は
、
こ
う
し
た
伝

統
行
事
や
自
治
会
の
納
涼

祭
な
ど
地
域
の
催
し
が
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
出
掛
け
を
。

�
　

市
民
の
皆
さ
ん
に
平
和

を
願
っ
て
折
っ
て
い
た
だ

い
た
折
り
鶴
が
、
８
月
９

日
�
〜　

日
�
に
市
役
所

１１

１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
終
戦
記
念
日
の
８
月

　

日
に
、
市
民
手
づ
く
り

１５の「
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
」

を
、
子
ど
も
た
ち
が
直
接

広
島
平
和
記
念
公
園
に
届

け
る
予
定
で
す
。
流
山
市

は
、「
平
和
都
市
宣
言
」
の

宣
言
文
の
中
で
、
本
市
は

「
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の

被
爆
国
と
し
て
、
広
島
・

長
崎
の
い
た
ま
し
さ
と
被

爆
者
の
苦
し
み
を
す
べ
て

の
人
々
に
訴
え
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る
恒
久
平

和
を
達
成
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
て

い
ま
す
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

９
日
か
ら
平
和
の

９
日
か
ら
平
和
の 

折
り
鶴
を
展
示

折
り
鶴
を
展
示

ド
レ
ー
や
ル
パ
ン
３
世
の

テ
ー
マ
、
星
に
願
い
を
な

ど　

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

１０
井
崎
市
長
も
開
演
前
の
楽

屋
を
訪
れ
、「
育
児
負
担
が

か
か
り
が
ち
な
お
母
さ
ん

た
ち
が
楽
し
め
る
ス
テ
ー

ジ
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
で

は
、
子
ど
も
た
ち
も
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
っ
て
、
ピ
エ

ロ
に
扮
し
た
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ひ
だ
ま
り
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
マ
ツ
ケ
ン
ダ

ン
サ
ー
ズ
に
。
カ
メ
ラ
を

持
っ
た
お
父
さ
ん
た
ち
が

ス
テ
ー
ジ
前
に
集
ま
っ 

て
、
盛
り
上
が
り
も
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
緑
の
価
値
指

標
」
を
定
め
、
こ
れ
に
適

合
し
た
プ
ラ
ン
に
マ
ー
ク

を
交
付
す
る
「
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
認
定
制
度
」
を

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

戸
建
て
街
区
と
集
合
住

宅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で

第
１
号
認
定
を
決
定
し
、

７
月　

日
に
認
定
証
の
授

１４

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写

真
。
こ
の
制
度
は
、
市
の

最
大
の
財
産
で
あ
る
緑
の

保
全
・
活
用
と
区
画
整
理

事
業
で
失
わ
れ
た
自
然
の

回
復
を
目
指
す
「
流
山
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」

に
基
づ
く
も
の
で
、
緑
化

を
促
進
し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
な
ど
を
抑
制

す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

第
１
号
と
し
て
認
定
さ

れ
た
の
は
、
戸
建
て
街
区

が
「
流
山
市
西
平
井
・
鰭

ケ
崎
地
区　

街
区
（　

画

１７

１３

地
）」（
事
業
者
＝
ミ
サ
ワ

ホ
ー
ム
東
関
東
、
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
、積
水
ハ
ウ
ス
）

の
約
２
１
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
集
合
住
宅
が
「
流

山
市
新
市
街
地
地
区
一
体

型
特
定
土
地
区
画
整
理
事

各
地
で
祭
礼
や
納
涼
祭

消
防
団
や
交
安
協
会
な
ど
が
協
力

　

夏
休
み
最
初
の
日
曜
日

と
な
っ
た
７
月　

日
、
平

２３

和
台
の
大
宮
公
園
の
高
台

に
あ
る
大
杉
神
社
の
祭
礼

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
お
神

輿
な
ど
が
住
宅
街
を
練
り

歩
き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

地
元
の
加
台
、平
和
台
、

東
急
ド
エ
ル
の
３
自
治
会

が
中
心
に
な
っ
て
実
行
委

員
会
（
西
島
茂
委
員
長
）

を
組
織
し
、
子
ど
も
会
や

消
防
団
第
７
分
団
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
交
通
安
全
協
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
協
力

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

紺
の
地
に
「
大
杜
」
と
染

め
抜
か
れ
た
揃
い
の
半
纏

常
盤
松
中
学
校
が
演
奏

常
盤
松
中
学
校
が
演
奏

レ
イ
ソ
ル
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

　

常
盤
松
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
、
７
月　

日
、
日

１６

立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
で
行
わ

れ
た
Ｊ
２
リ
ー
グ
第　

節
２８

「
柏
レ
イ
ソ
ル
対
ヴ
ィ
ッ

訪
ね
、「
中
学
生
時
代
の
よ

い
思
い
出
に
な
る
よ
う
精

一
杯
演
奏
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
部
員
を
激
励

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

柏
レ
イ
ソ
ル
の
流
山
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
と
し
て
流

山
市
民
２
０
０
人
が
無
料

招
待
さ
れ
た
試
合
。
場
外

で
も
流
山
市
観
光
協
会

（
石
井
享
会
長
）
が
特
設

ブ
ー
ス
を
設
け
、
流
山
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
流
山
ふ
る

さ
と
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
を
務
め
た
の
は
、
流
山

市
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟

（
白
井
栄
一
会
長
）
に
所

属
す
る
７
チ
ー
ム
か
ら
各

３
人
ず
つ
選
ば
れ
た　

人
２１

の
小
学
生
た
ち
。
小
・
中

学
生
の
真
剣
な
活
躍
に
ス

タ
ン
ド
か
ら
惜
し
み
な
い

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
い

し
た
。

家
族
で
ス
イ
ン
グ

乳
幼
児
ら
７
０
０
人
が
楽
し
む

　

７
月　

日
、
文
化
会
館

１５

ホ
ー
ル
で
子
育
て
サ
ロ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
「
夏
だ　

元

気
に
ジ
ャ
ズ
」が
行
わ
れ
、

乳
幼
児
連
れ
の
音
楽
フ
ァ

ン
ら
７
０
０
人
が
ス
イ
ン

グ
ジ
ャ
ズ
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
＝
写
真
。

　

公
民
館
で
は
、
育
児
中

の
ご
家
族
に
、
隣
で
赤
ち

ゃ
ん
が
授
乳
し
て
い
て
も
、

幼
児
が
演
奏
に
合
わ
せ
て

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し

て
い
て
も
、
ス
テ
ー
ジ
の

奏
者
も
、
客
席
の
聴
衆
も

お
互
い
に
気
に
し
な
い
約

束
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
し
た
ご
家
族
連
れ
や

乳
児
を
抱
い
た
お
母
さ
ん

ら
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し

ま
し
た
。
結
成　

年
の

２７

「
ス
イ
ン
グ　

ジ
ャ
ズ
オ

８０

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
市
内
で

活
動
を
続
け
て
い
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー「
弦
の
会
」。

弦
の
会
は
、
花
祭
り
や
グ

業
施
工
地
区
内
Ａ
４
街
区

１
画
地
」（
事
業
者
＝
オ
リ

ッ
ク
ス
・
リ
ア
ル
エ
ス
テ

ー
ト
、
東
京
建
物
）
の
約

２
万
４
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
。
認
定
の
対
象
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
区
域
で
の
建
築
・

開
発
行
為
で
、
認
定
を
受

け
る
と
、
市
内
金
融
機
関

の
金
利
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
る
ほ
か
、
認
定
を
物

件
の
販
売
促
進
に
活
用
で

き
ま
す
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

セ
ル
神
戸
戦
」
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
で
「
め
ぐ
み
の
ひ

と
」、「
ダ
ン
シ
ン
・
メ
ガ

ヒ
ッ
ツ
」
を
演
奏
し
、
一

万
人
近
い
観
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

井
崎
市
長
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
時
か
ら
中
学
生
ら
を

ラ
ナ
ダ
な
ど
６
曲
を
演
奏
。

ス
イ
ン
グ　

ジ
ャ
ズ
オ
ー

８０

ケ
ス
ト
ラ
は
、
ア
ニ
メ
メ

を
ま
と
っ
た
若
衆
が
担
ぐ

勇
壮
な
神
輿
を
は
じ
め
子

ど
も
た
ち
が
引
く
山
車
な

ど
が
沿
道
を
埋
め
た
人
々

か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
井
崎
市
長
も
「
こ

う
し
た
機
会
に
顔
見
知
り

を
増
や
し
て
、
気
軽
に
声

を
掛
け
合
え
る
街
を
築
き

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な　
　

ど�
開
催

ふ
く
ろ
う
の
森
や
果
樹
園
で

１周年
�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ぶどう・梨・ブルーベリー

市内の観光果樹園でもぎたて果実を市内の観光果樹園でもぎたて果実を
　「もぎたて果実のみずみずしさを味わって」
と市観光果樹組合では、ぶどう、梨、ブルーベ
リーのもぎ取りや直売を行っています。詳細は
各果樹園にお問い合わせください。
（ぶどう①～⑦、梨⑤～⑧、ブルーベリー⑨）
　▽果樹園名（場所）電話番号＝①鏑木（駒木
台）�７１５２－４５６８／②芳野（古間木）�７１５８－
４７２３／③水代（向小金）�７１７４－４４５１／④高城
（名都借）�７１４５－６２４７／⑤奥富（東初石）�
７１５２－０６２３／⑥須賀（十太夫）�７１５２－０８３９／
⑦小倉（駒木台）�７１５３－４９１１／⑧水野（前ケ
崎）�７１４４－７８６３／⑨池田（上貝塚）�７１５８－
９９８４
　□問 農政課�７１５０－６０８６

グ
リ
ー
ン

マ
ー
ク

（　）　　 第１１１９号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

「
元
気
な
流
山
の
Ｐ
Ｒ
を

し
た
く
て
」
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の
お
酒
を
考

案
し
た
金
子
勇
さ
ん
。
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
そ

し
て
東
武
野
田
線

の
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
が
開
業
し

て
も
う
す
ぐ
１
年
。

加
５
丁
目
の
か
ご

や
商
店
で
出
し
て

い
る
「
流
山
お
お

た
か
の
森
」
が
静

か
な
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
。「
純

米
吟
醸
酒
流
山
お

お
た
か
の
森
」は
、

ま
ろ
や
か
な
ワ
イ

ン
の
よ
う
な
味
が
、ま
た
、

「
蔵
元
の
梅
酒
流
山
お
お

た
か
の
森
」
は
、
甘
さ
が

す
っ
き
り
と
し
た
飲
み
口

が
、
そ
れ
ぞ
れ
人
気
だ
。

商
工
会
女
性
部
長
も
務
め

る
連
れ
合
い
の
早
苗
さ
ん

は
、「
流
山
の
よ
さ
は
緑
の

豊
か
さ
。
お
酒
で
森
の
街

・
流
山
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
語
る
。
こ
と
し
は
、
初

め
て
自
分
の
畑
で
育
て
た

流
山
産
き
く
芋
で
「
き
く

芋
の
、も
ろ
み
漬
け
」

も
発
表
し
た
。
鰭
ケ

崎
の
和
菓
子
店
「
菓

匠
、
美
し
ま
や
」
の

水
沼
英
夫
さ
ん
が
考

案
し
た
「
銘
菓
お
お

た
か
の
森
」
や
新
選

組
に
ち
な
ん
で
考
案

し
た
和
菓
子
「
誠
」

と
一
緒
に
、「
流
山
ふ

る
さ
と
産
品
」
に
申

請
し
、
７
月　

日
に

２７

指
定
さ
れ
た
。
せ
ん

べ
い
や
漬
物
、
み
り
ん
、

和
菓
子
な
ど
流
山
ふ
る
さ

と
産
品
は
、
夏
休
み
の
帰

省
な
ど
で
流
山
か
ら
の
土

産
と
し
て
安
定
し
た
人
気

を
誇
っ
て
い
る
。
勇
さ
ん

は
、
も
と
も
と
手
先
が
器

用
で
、
竹
筒
の
と
っ
く
り

を
つ
く
っ
て
は
、
近
所
の

方
々
に
配
っ
て
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
も
。店
内
に
は
、

竹
と
っ
く
り
を
は
じ
め
、

木
を
彫
っ
た
看
板
や
お
盆

な
ど
手
づ
く
り
の
装
飾
品

が
並
び
、
さ
な
が
ら
個
人

美
術
館
の
よ
う
だ
。
こ
れ

ま
で
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の

お
酒
の
ラ
ベ
ル
も
勇
さ
ん

が
描
い
た
。「
流
山
お
お
た

か
の
森
」
の
ラ
ベ
ル
は
、

近
所
で
写
真
学
校
へ
通
う

山
崎
裕
士
さ
ん
が
撮
っ
た

市
野
谷
の
森
の
写
真
が
和

紙
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い

て
、
緑
を
基
調
に
、
森
の

街
・
流
山
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
る
。「
夢
と
人
生
に

は
定
年
が
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
は
女
性
が
元
気
で
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
」

と
ご
夫
妻
は
語
る
。

オリジナル酒流山おおたかの森を考案した金子さん夫妻

頃
か
ら
作
り
始
め
た
。

　

蓮
見
一
郎
「
う
ち
の
親

父
が
西
瓜
組
合
の
組
合
長

に
な
り
、
茨
城
県
の
指
導

員
に
種
蒔
き
か
ら
肥
料
ま

で
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。

先
生
が
東
深
井
に
来
る
と
、

四
十
何
人
か
の
組
合
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
畑
に
集
り
、

現
地
で
指
導
を
受
け
た
。

味
が
良
く
て
ど
の
市
場
に

行
っ
て
も
、
評
判
が
良
か

っ
た
。よ
く
売
れ
た
の
で
、

西
瓜
で
借
金
を
全
部
返
し

た
人
も
い
た
。
農
協
も
西

瓜
組
合
に
は
非
常
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

早
川
隆
司
「
桜
の
花
の

咲
く
頃
に
種
を
２
、
３
日

浸
し
て
、
人
肌
の
温
度
で

発
芽
し
た
も
の
を
、
３
〜

４
セ
ン
チ
ず
つ
蒔
種
し
ま

す
。
私
も
東
京
の
江
東
市

場
に
出
荷
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
流
北
運
送
が

馬
車
を
引
い
て
い
た
時
代

で
、
夕
方
６
時
、
西
瓜
を

３
０
０
個
積
ん
で
家
を
出

て
、
翌
日
の
２
時
頃
市
場

に
着
く
。
良
く
売
れ
て
、

１
個
が
１
８
０
円
か
ら
２

０
０
円
」

　

坂
巻
正
治
「
私
も
昭
和

　

年
頃
、西
瓜
を
作
っ
た
。

３５開
墾
畑
な
の
で
西
瓜
栽
培

に
は
も
っ
て
こ
い
の
土
地

で
し
た
」

　

西
瓜
は
連
作
を
嫌
う
。

　

年
は
駄
目
。
畑
を
全
部

１０使
い
き
り
、
西
瓜
の
品
質

が
落
ち
て
き
た
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
農
家
で
作
付
け

を
止
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
／
山
本
文
男

　

東
深
井
西
瓜
組
合
の
出

荷
前
の
記
念
撮
影
（
昭
和

　

年
８
月
）
前
列
中
央
＝

２４蓮
見
明
三
、
後
列
右
か
ら

４
人
目
＝
蓮
見
一
郎

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（

運
河
西
瓜
を
作
り
出
し
た�

人
た
ち
の
話�

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

流山ふるさと産品に指定

森の街を盛り上げたい

　
　

年
近
く
昔
の
話
だ 

６０
が
、
流
山
北
部
の
畑
に 
西 

す
い

 
瓜 
小
屋
が
あ
っ
た
時
代
が

かあ
る
。
昭
和　

年
か
ら　

１０

３６

年
頃
ま
で
、
東
深
井
の
農

家
は
、
蓮
見
明
三
を
指
導

者
と
し
て
、
東
深
井
西
瓜

組
合
を
結
成
し
て
、
昭
和

　

年
頃
に
は
横
浜
青
果
市

２５場
等
へ
も
出
荷
。
運
河
西

瓜
は
味
が
良
く
て
有
名
だ

っ
た
。

　

月
刊
タ
ウ
ン
誌
「
流
山

わ
が
ま
ち
」（
平
成
元
年
９

月
号
）
で
、
東
深
井
の
古

老
、
蓮
見
裕
、
蓮
見
一
郎
、

早
川
隆
司
、
坂
巻
正
治
が

「
東
深
井
西
瓜
組
合
」
の

思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。　

　

要
約
し
て
み
る
。

　

蓮
見
裕
「
当
時
は
西
瓜

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
り
ま
し
た

ね
。
美
味
し
か
っ
た
ん
で

売
れ
た
。
種
が
良
か
っ
た

ん
で
す
ね
」

　

種
は
、
奈
良
県
の
大
和

西
瓜
。
貨
車
で
買
い
に
行

っ
て
、
西
瓜
を
運
ん
で
き

て
種
を
取
り
、
昭
和　

年
１０

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　駅広ライブ（江戸川台駅前商店街振興組合主催）＝８月５日�・６
日�１５時～２１時、東武野田線江戸川台駅前東口特設ステージ。ロック
やジャズなど。入場料無料。□問 同組合�７１５４－３２１１（平日１０
時～１６時）
　クラシックギターコンサート第３回（楽々クラブ主催、市教委後援）
＝８月１２日�１４時１５分～１５時４５分、森の図書館。入場料無料□問 砂川�
７１５４－７０３５
　第１４回運河塾「オオタカとサシバとカエルの里、江戸川・三ケ尾の
これから－その保全と活用－」（利根運河の生態系を守る会主催）＝
８月１９日�１３時３０分～１６時４０分、森の図書館。資料代３００円（高校生
以下無料）□問 新保�７１５４－６７４６
　袋物に絵付けしてマイバッグを作る講習会（風船かずら主催）＝８
月２３日�９時３０分～１２時、生涯学習センター。参加費１,８００円□問 村山�
７１５９－５９３６
　パルナス フルート アンサンブル第４回定期演奏会＝８月２６日�１３
時３０分～１５時４５分、アミュゼ柏（柏市）。入場料無料□問 須田�７１５４
－７４１３

　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～１７時、流山福祉会館□問 楜沢�
７１５８－７２７２
　SALSA CON CLASE（アメリカンスタイル・サルサダンス）＝毎週
土曜１９時～２１時、南流山センター□問 吉元�０８０－３４５２－３５０８
　唱人の森（女声合唱）＝毎週金曜１０時～１２時、森の図書館または東
深井福祉会館□問 武富�７１５３－６７０９
　エーデルワイス（初級英語）＝毎月第２・４金曜１０時～１２時、森の
図書館□問 定本�７１５５－８０７３
　西深井俳句会＝毎月最終日曜１３時～１６時、西深井福祉会館□問 松田�
７１５４－８７８０
　知的財産教室（実用新案を考える会）＝毎月第２月曜１４時～１７時、
西深井福祉会館□問 佐藤�７１５６－１８３９
　童謡とシャンソンの会＝第１・３月曜１０時～１２時、江戸川台西自治
会館□問 金子�７１５４－５８９７
　千葉県高齢者生活協同組合流山支部「男の料理・金曜会」＝第２・
４金曜１０時～１３時、南流山センター□問 石井�７１５５－０１８４
　宮園ガーデンクラブ（生花、フラワーアレンジメント）＝第３土曜
１５時～１７時、思井福祉会館□問 林�７１５９－３５２５
　 千  薔  薇 会   （日本画）＝第１・３金曜１４時～１７時、生涯学習センター。
せん そう び かい

□問 保坂�７１５８－５９９１（１８時以降）
　はがき絵の会「彩雅会」＝第２・４火曜１３時３０分～１５時３０分、初石
公民館。□問 田村�７１５３－５１７７

お
と
な
り
さ
ん
〈２６〉

イ ベ ン ト

サ ー ク ル

市ホームページでより詳細に
　この「１５万人のひろば」でご紹介している街の話題
は、流山市ホームページhttp://www.city.nagareyama.
chiba.jp/で、より詳細にご覧いただくことができます。
街の話題については「ぐるっと流山」、昭和の流山産業
史については秘書広報課のページの「昭和の流山産業
史」、イベントについては「イベントあれこれ」でそれ
ぞれご紹介しています。
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相談あんない（８月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝
　

①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
※１５日・１７日を除く
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
７日・２１日・２８日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
２日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
９日（１３：００～１５：４０）
　
⑤交通事故相談（予約制）
２１日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
１６日（１３：００～１６：３０）
　
⑦行政書士相談（予約制）
　※予約は２日前までに
５日（１３：００～１５：００）
１８日（１３：００～１６：００）
　※５日は南流山センター
で出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２３日（１３：００～１６：００）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６
　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２７日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　

心の相談（予約制）
１４日・２１日・３０日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
１日・２５日（１８：００～２０：３０）
　江戸川台福祉会館
１３日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１４４
－７６１５

　
年金相談（予約制）
１１日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０
　

わが家の耐震相談・無料診断
　月・水・木・金曜
　（９：００～１６：３０）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８

男
女
共
同
参
画
を
推
進

市
民
５
人
を
審
議
会
委
員
に
任
命

標
語
を
募
集
し
ま
す

テ
ー
マ
は
「
男
女
平
等
」

所
有
農
地
、
耕
作
地
の
実
態
調
査

申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

第
８
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

第
８
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

ただいまと　今日も笑顔で　帰る道
８月は道路ふれあい月間です

　
　今月は、「道路ふれあい月間」です。８月１０日の「道の
日」を中心として全国的に、安全で快適な道路環境を守
る道路愛護思想の普及を図ります。
　道路は一般交通に供されるほか、水道やガスなどのラ
イフラインを収納する機能や、災害時の避難路や消火活
動の防災機能など、わたしたちの生活に欠かすことので
きない施設です。
　日ごろから、道路には物を置かず美しく広く利用する
とともに、生け垣や塀は道路境界を確定した上で築造す
るようお願いします。
　また、道路の維持管理について、市では道路パトロー
ル等により危険箇所の早期発見・対応に努めていますが、
道路の陥没など危険箇所を発見した場合は道路管理課ま
でご連絡をお願いします。
　□問 道路管理課�７１５０－６０９３

　

市
で
は
、
こ
と
し
４
月

に
改
正
し
た
「
流
山
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
、

市
民
、
企
業
、
行
政
等
が

校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
詳
細
は
、
県
教

育
庁
指
導
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
を
。

　

▽
試
験
期
日
＝　

月
６

１１

日
�
▽
試
験
科
目
＝
国
語
、

社
会
、
数
学
、
理
科
、
外

国
語
▽
対
象
者
＝
平
成　
１９

年
３
月　

日
ま
で
に
満　

３１

１５

歳
以
上
に
な
る
就
学
義
務

猶
予
免
除
者
ま
た
は
就
学

義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ

た
方
な
ど
▽
申
し
込
み
＝

所
定
の
願
書
に
必
要
書
類

を
添
付
の
上
、
８
月　

日
２５

か
ら
９
月　

日
（
土
・
日

１２

曜
を
除
く
）
ま
で
に
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
企

画
課
へ

　

□問
 

県
教
育
庁
指
導
課
�

０
４
３
―
２
２
３
―
４
０

５
６

目
）、
中
島
紀
子
（
江
戸
川

台
東
２
丁
目
）、
牧
尚
輝

（
駒
木
台
）、村
田
朝
子（
加

１
丁
目
）
▽
委
員
の
任
期

＝
８
月
中
旬
か
ら
２
年
間

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２３

　

時
〜
※
傍
聴
で
き
ま
す

１５▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容

＝
平
成　

年
度
の
男
女
共

１８

同
参
画
プ
ラ
ン
の
推
進
に

つ
い
て

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、「
男
女
平
等
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
市
お
よ

び
男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
に
よ
り
審
査
さ
れ
、

入
賞
作
品
は
市
役
所
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
に
展
示
さ

れ
る
ほ
か
、
本
市
の
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
市

が
発
行
す
る
情
報
紙
な
ど

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

▽
募
集
部
門
＝
①
小
・

中
学
生
の
部
②
一
般
の
部

▽
賞
＝
募
集
部
門
ご
と
に

金
賞
１
人
、
銀
賞
１
人
、

銅
賞
１
人
、
入
賞
若
干
名

▽
賞
品
＝
図
書
券
※
応
募

者
全
員
に
記
念
品
▽
応
募

方
法
＝
ハ
ガ
キ
等
に
標
語

（
複
数
応
募
も
可
）、住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

明
記
の
上
、９
月　

日（
必

１５

着
）ま
で
に
〒
２
７
０
― 

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
で
、
平
成　

年
１７

４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

▽
支
給
内
容
＝　

年
償

１０

還
の
記
名
国
債
（
額
面　
４０

万
円
）
▽
対
象
と
な
る
方

お
よ
び
優
先
順
位
＝
�
弔

慰
金
の
受
給
権
者
↓
�
戦

没
者
の
子
↓
�
戦
没
者
等

と
生
計
関
係
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
戦
没
者
等
と
姓

が
同
じ
で
あ
る
（
①
父
母

↓
②
孫
↓
③
祖
父
母
↓
④

兄
弟
姉
妹
）
↓
�
前
記
�

以
外
の
（
①
父
母
↓
②
孫

↓
③
祖
父
母
↓
④
兄
弟
姉

妹
）
↓
�
前
記
�
か
ら
�

以
外
の
３
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
の

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
る
）
▽
請
求
期
限

＝
平
成　

年
３
月　

日
ま

２０

３１

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
た
め
、
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
と
し
て
計
画

の
推
進
に
参
画
で
き
る
方

を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
ま
し
た
。　

人
の
応

１２

募
が
あ
り
、
市
の
選
考
委

員
会
が
審
査
し
、
次
の
５

人
を
任
命
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

　

▽
氏
名（
住
所
）＝
小
川

利
子
（
松
ケ
丘
４
丁
目
）、

加
藤
啓
子
（
向
小
金
３
丁

で
▽
請
求
窓
口
＝
市
社
会

福
祉
課
※
特
別
弔
慰
金
の

請
求
書
提
出
か
ら
国
債
受

領
ま
で
、
１
年
以
上
の
月

日
を
要
し
ま
す
。
審
査
に

つ
い
て
は
、
県
健
康
福
祉

指
導
課
（
�
０
４
３
―
２

２
３
―
２
３
４
６
）
が
担

当
し
て
い
ま
す

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

　

文
部
科
学
省
で
は
、
義

務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学

義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除

さ
れ
た
方
な
ど
に
対
し
、

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
認
定
す
る
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
、
高
等
学

０
１
９
２
流
山
市
役
所
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

（danjokyoudou@
ci

             
  ty.

   

nagareyam
a.chiba.jp

         
          
）

で
の
申
し
込
み
も
可

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４
／
�
７
１
５
０

―
０
１
１
１

中学校卒業程度の中学校卒業程度の
認定試験認定試験

25日から受け付け25日から受け付け

審
議
会
を
開
催

　

日
、市
役
所
で

２３
　

市
農
業
委
員
会
で
は
、

「
所
有
農
地
及
び
耕
作
地

に
関
す
る
実
態
調
査
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
８
月
１

日
現
在
の
農
地
の
実
態
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
農
地
の
権
利
移
動
や

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
、
農
業
者
年
金
の
受

給
な
ど
の
資
料
と
な
り
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
市

内
で
農
業
を
営
み
、　

ア
１０

ー
ル
以
上
の
農
地
（
小
作

地
を
含
む
）
を
耕
作
ま
た

は
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
昨
年
の

申
告
書
に
、
平
成　

年
６

１８

月　

日
ま
で
の
農
地
の
権

３０
利
移
動
等
の
内
容
修
正
し

た
も
の
を
、
農
家
組
合
長

を
通
し
て
各
農
家
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
申
告
書
の

内
容
（
営
農
内
容
、
農
地

の
区
分
な
ど
）を
確
認
し
、

署
名
押
印
の
上
、
配
布
封

筒
に
入
れ
て
８
月
８
日
�

ま
で
に
農
家
組
合
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
の
提
出

が
な
か
っ
た
り
、
記
入
も

れ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
申
請
手

続
き
お
よ
び
各
種
証
明
書

の
発
行
な
ど
に
支
障
が
生

じ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
※
同
封
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
つ
い
て
も
、
併
せ

て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

□問
 

農
業
委
員
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―
６
１
０
２

パパも子育て、積極的に　パパも子育て、積極的に
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第１１１９号（　）　　　平成１８年８月１日（火曜日）７

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間８月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０２４日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００１４日（夜間検査有）・２８日ＨＩＶ抗体検査
１４：００～１６：００４日・１４日・１５日・２８日心の健康相談
１４：００～１６：００７日・２１日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００１日酒　害　教　室
１３：００～１５：００１０日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保健あんない（８月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
４日・２５日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
１１日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
４日　保健センター
２２日　南流山福祉会館
※平成１７年７月～１０月生まれの
乳児対象。歯と食生活の指導
と試食

もぐもぐ教室（予約制）
２５日　保健センター
２９日　東部公民館
※４～５カ月児の離乳食指導
　
育児相談
１０日　保健センター
２４日　向小金福祉会館
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳以上の 
幼児対象（１歳未満の弟妹が 
いる場合は、来月に来所）
　

健康診査
①３カ月児…２２日・２３日
（平成１８年４月生まれの乳児対象）
②１歳６カ月児…８日・９日
（平成１７年１月生まれの幼児対象）

③３歳児…２日・３日
（平成１５年５月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（１２：４５～１３：４５受付）

むし歯予防教室（予約制）
７日・２１日・２８日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２８日は１・２
回参加の幼児対象）。１歳６カ月
児健康診査時に申し込みを

　
食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病などの食事指導

　
成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病など健康に関す
る相談

★印のあるものは市主催のものです 

�
　

★
図
書
館
子
ど
も
教
室

「
お
も
し
ろ
理
科
じ
っ
け

ん　

温
度
で
変
わ
る
物
質

の
性
質
を
調
べ
よ
う
」

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①
８

月　

日
�
／
中
央
図
書
館

１９
②
８
月　

日
�
／
森
の
図

２３

書
館
▽
時
間
＝
い
ず
れ
も

　

時
〜　

時
▽
対
象
／
定

１０

１１

員
＝
市
内
小
学
生
／
各　
２０

人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝

春
山
修
身
さ
ん
（
東
京
理

科
大
学
教
授
）
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
鉛
筆
、

コ
ン
パ
ス
、
は
さ
み
、
も

の
さ
し
、
即
席
カ
ッ
プ
め

ん
の
容
器
２
個
（
同
じ
も

の
）、目
玉
ク
リ
ッ
プ
１
個
、

キ
ャ
ッ
プ
付
の
空
き
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
１
個
（
３
５
０

講
座
・
講
演

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）、じ
ゃ
ば

ら
付
ス
ト
ロ
ー　

本
▽
申

１０

し
込
み
＝
１
日
�
９
時
か

ら
電
話
で
中
央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１９

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎

明
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
／　

人
（
先
着
順
）
▽

２０

内
容
＝
本
物
の
ア
ト
リ
エ

で
静
物
や
風
景
を
水
彩
で

描
く
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
用
紙
、
水
彩
用

具
一
式
、
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ

ン
、
色
鉛
筆
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
１
日
�
９
時
か
ら

電
話
で
博
物
館
へ
※
描
い

た
絵
は
、
８
月　

日
か
ら

２２

　

日
ま
で
同
会
場
に
展
示

２７し
ま
す

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２６

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
療
育
手
帳

を
持
つ
方
／　

人
（
先
着

１０

順
）
▽
内
容
＝
メ
イ
ク
実

習
▽
参
加
費
＝
６
３
０
円

（
メ
イ
ク
道
具
代
）
▽
申

し
込
み
＝　

日
�
ま
で
に

１８

電
話
で
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
６

４
２
１

　

★
子
ど
も
俳
句
教
室 

（
全
５
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月
２
日
� 

・
３
日
�
・　

日
�
・　

日

２３

３０

�
、　

月
７
日
�
※
１
回

１０

の
み
参
加
も
可
▽
時
間
＝

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
小
学
３
年
〜
中

学
生
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
内
容
＝
俳
句
入
門
、
吟

行
▽
講
師
＝
流
山
俳
句
協

会
の
皆
さ
ん
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
持
ち
物
＝
筆
記
用

具
▽
申
し
込
み
＝
１
日
�

９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
�
７
１

５
８
―
３
４
４
２

　

★
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
９
月
４
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

▽
参
加
費
＝
３
０
０
円 

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

バ
ス
タ
オ
ル
や
シ
ー
ツ
等

の
古
布
、
は
さ
み
、
昼
食

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
の
上
、
８

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１５
〒
２
７
０
―
０
１
７
４
流

山
市
下
花
輪
１
９
１
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
簿
記
講
習
会
（
全　
２０

回
）

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
〜

１５

　

月　

日
の
火
・
金
曜（　

１１

２８

１１

月
３
日
・　

日
を
除
く
）

２４

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１０

１５

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
※　

月　

日
・　

日

１１

２１

２８

は
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー（
野
田
市
）▽
対
象

／
定
員
＝
就
業
を
希
望
す

る
市
民
で
全
回
受
講
で
き

る
方
（
前
回
受
講
者
を
除

く
）
／　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

▽
内
容
＝
簿
記
検
定
３
級

程
度
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
講

習
２
回
あ
り
）
▽
参
加
費

＝
無
料
（
教
材
費
、
受
験

料
は
自
己
負
担
）
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
簿
記
講
習
会
希
望
」、住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
現
在
の
就
職
活
動

状
況
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、８
月
９
日（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
商

工
課
へ

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

「
学
生
コ
ー
ス
」

　

▽
期
日
＝
８
月
９
日
� 

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１０

１０

〜　

時
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ

１６
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
・
在
学
の
中
学

・
高
校
・
大
学
生
で
２
日

間
参
加
で
き
る
方
／　

人
２０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
点

字
・
手
話
活
動
中
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
講
義
と
実
習
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
９
―
４
９

３
９

�
　

★
広
島
・
長
崎
原
爆
ポ

ス
タ
ー
展

　

▽
期
間
＝
８
月
２
日
�

〜　

日
�
（
土
・
日
曜
を

１６
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時　
３０

分
〜　

時
▽
場
所
＝
市
役

１７

所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
入

場
料
＝
無
料
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�
　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
つ
く
し

ん
ぼ
学
童
ク
ラ
ブ
（
中
野

久
木
）
▽
勤
務
内
容
＝
新

川
小
１
〜
３
年
生
の
放
課

後
保
育
▽
勤
務
期
間
＝
夏

季
休
暇
期
間
（
８
月
末
ま

で
）
▽
勤
務
時
間
＝
９
時

〜　

時　

分
▽
時
間
給
＝

１２

３０

８
０
０
円
〜
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

つ
く
し
ん
ぼ
学
童
ク

ラ
ブ
�
７
１
５
４
―
２
１

１
４

　

自
衛
官
採
用
試
験

　

▽
受
付
期
間
＝
８
月
１

日
�
〜
９
月
８
日
�
▽
応

募
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有

展　
　

示

資
格
・
求
人

し
て
い
る　

歳
以
上　

歳

１８

２７

未
満
の
方
（
学
歴
不
問
）

※
航
空
学
生
は　

歳
未 

２１

満
、
一
般
曹
候
学
生
は　
２４

歳
未
満
▽
１
次
試
験
日
＝

①
航
空
学
生
…
９
月　

日
２３

�（
３
次
試
験
ま
で
あ
り
）

②
一
般
曹
候
学
生
・
曹
候

補
士
…
９
月　

日
�
（
２

１６

次
試
験
あ
り
）
③
２
等
陸

海
空
士
…
男
子
９
月　

日
２３

�
・　

日
�
の
い
ず
れ
か

２４

１
日
、
女
子
９
月　

日
�

２５

　

□問
 

自
衛
隊
柏
募
集
案
内

所
�
７
１
６
３
―
６
８
８

４�
　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１０

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
行
財
政
改
革
に

つ
い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

�
　

流
山
市
母
子
寡
婦
福
祉

会「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２２

８
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１６

３０

行
き
先
＝
ア
ク
ア
ワ
ー
ル

ド
大
洗（
茨
城
県
大
洗
町
）

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

／　

人
（
先
着
順
）
▽
参

５０
加
費
＝
１
０
０
０
円
（
小

・
中
学
生
５
０
０
円
、
就

学
前
児
は
無
料
）
▽
申
し

込
み
＝
８
月　

日
ま
で
に

１０

電
話
で
母
子
寡
婦
福
祉
会

会
長
・
井
上
（
�
７
１
５

施
策
会
議　
傍聴可

そ
の
他

３
―
０
６
８
９
）
へ

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

　

坂
川
の
生
き
物
と
水
質

を
調
べ
よ
う
！

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２３

９
時　

分
〜　

時
※
雨
天

３０

１６

中
止
▽
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ

新
松
戸
駅
前
改
札
付
近
▽

対
象
／
定
員
＝
小
学
４
年

生
以
上
（
親
子
で
参
加
も

歓
迎
）
／　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
内
容
＝
坂
川
流
域
の
水

質
、
水
生
生
物
の
調
査
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物

＝
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
ぬ
れ
て
も
よ
い
靴
と

服
装
※
昼
食
は
無
料
配
布

▽
申
し
込
み
＝
８
月　

日
１１

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
）

で
国
土
交
通
省
江
戸
川
河

川
事
務
所
調
査
課
へ

　

□問
 

江
戸
川
河
川
事
務
所

調
査
課
�
７
１
２
５
―
７

３
１
７
／
�
７
１
２
５
―

２
９
４
７

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

柏
が
オ
ー
プ
ン

　

８
月
１
日
か
ら
、「
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
柏
（
柏

市
柏
２
―
５
―
７
住
友
生

命
柏
ビ
ル
３
階
）」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

　

▽
業
務
日
／
時
間
＝
月

〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
／
９
時
〜　
１７

時　

分
▽
業
務
内
容
＝
求

３０
人
情
報
等
の
提
供
、
職
業

相
談
お
よ
び
職
業
紹
介

　

□問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
柏
�
７
１
６
６
―
８
６

１
３

８月は経済産業省主唱の

電気使用
安全月間

です
　	関東電気保安協会　http://www.kdh.or.jp
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乳幼児を持つ方の交流の場（乳幼児を持つ方の交流の場（８月）８月） 
【中央ひだまりサロン】　　▽日時＝１日・８日・２２日・

２９日の火曜１０時３０分～１２時 
▽場所＝文化会館▽内容＝
保育ボランティア「ひだま
り」のメンバーとの遊びやお
しゃべりなど※参加費無料、
申し込み不要
　□問 文化会館�７１５８－３４６２

枝豆立毛共進会

　ガーデン部門金賞作品

　志水見千子選手や松田千枝選手らもゲスト出場の予定です

　
入
賞
者
決
ま
る

入
賞
者
決
ま
る

ガ
ー
デ
ン
部
門
金
賞
は
鎗
田
さ
ん

ガ
ー
デ
ン
部
門
金
賞
は
鎗
田
さ
ん

ガーデニング
コンテスト

科
学
を
楽
し
も
う

科
学
を
楽
し
も
う
��

サ
イ
エ
ン
ス
夢
工
房
の
開
放
講
座

サ
イ
エ
ン
ス
夢
工
房
の
開
放
講
座

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

二二本本松松菊菊人人形形・・提提灯灯ままつつりりツツアアーー
―　バスで行く相馬ユートピア　―

　

　

日　　程　１０月６日�～７日�
コ ー ス　
　　　　　文化会館（７：００）－東部公民館（７：２０）－南流山センタ

ー（７：４０）－江戸川台駅西口千葉銀行前（８：００）－常
磐道・磐越道・東北道－アサヒビール園（昼食）－二本
松菊人形・提灯まつり（園内自由見学）－湯川渓谷－
相馬ユートピア泊

　　　　　相馬ユートピア－松川浦－野馬追の里　南相馬市博
物館－いわき・ら・ら・ミュウ（自由昼食・買い物）－常
磐道－流山市内

定　　員　３０人（最少催行人員）※３人以上のご家族・グループ
の場合は１室ご利用になれます。ただし、申し込み
状況により変更の場合あり。２人１室をご希望の方は
相談を

申込締切　８月３１日�※定員になり次第締め切り
企　　画　㈱流山相馬ふるさと振興公社
後　　援　流山市
主　　催　トップツアー㈱（国土交通大臣登録一般旅行業第３８号）
申し込み　電話でトップツアー
千葉支店（�０４３－２４３－０１０９）へ
問い合わせ　コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊３食）

２２,１５０円大　人
市　

外

２０,６５０円６０歳以上
市　

民 ２０,３００円中学生以下
２１,１５０円６０歳未満

１９,８００円中学生以下

２日目

１日目

　７月７日の「七夕・星に祈りを」

流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススススススススススススススススススス大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　　　　相馬特選
　　　　おみやげ付き

　　　夕食時ビール１本または
　　　ジュース２本付き
特典２特典１

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

秋
の
流
山
路
を
走
ろ
う

コ
ー
ス
も
新
た
に
、
フ
ァ
ン
ラ
ン
２
㎞
も

　

今
回
で
５
回
目
を
迎
え

た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
の
入
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ガ
ー

デ
ン
部
門
、
ポ
ケ
ッ
ト
ガ

ー
デ
ン
部
門
、
緑
の
街
並

み
部
門
の
３
部
門
で
行
わ

れ
、
手
入
れ
の
行
き
届
い

た
バ
ラ
の
庭
園
や
、
色
と

り
ど
り
の
花
で
飾
ら
れ
た

寄
せ
植
え
な
ど
力
作　

点
４６

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
部
門
の
各
賞
と
、
７

月　

日
か
ら　

日
ま
で
市

１０

２１

役
所
で
行
わ
れ
た
作
品
展

示
会
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
投
票
に
よ
り
決
定
し
た

市
民
特
別
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
入
賞
作

　

秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
「
流
山
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」を
、　

月
１０

８
日
�
に
開
催
し
ま
す
。

　

回
目
を
迎
え
る
今
回 

１５は
、市
制
施
行　

周
年
を

４０

記
念
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ー
ス
も
、
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
、

流
山
警
察
署
前
を
経
由
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
付

近
で
折
り
返
す
新
し
い
コ

ー
ス
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の　

㎞
コ
ー
ス
に

１０

加
え
、
小
学
生
以
上
の
市

民
を
対
象
と
し
た
、
タ
イ

ム
を
競
わ
ず
楽
し
み
な
が

ら
走
る
フ
ァ
ン
ラ
ン
２
㎞ 

を
設
け
ま
し
た
。

　

▽
期
日
＝　

月
８
日
�

１０

※
雨
天
決
行
▽
受
付
時
間

＝
８
時
〜
９
時
▽
ス
タ
ー

ト
時
間
＝　

㎞
コ
ー
ス
…

１０

　

時
、
フ
ァ
ン
ラ
ン
２
㎞

１０…　

時
５
分
▽
受
付
場
所

１０
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

種
目
＝【　

㎞
コ
ー
ス
】…

１０

①
一
般
男
子
②
一
般
女
子

③　

歳
代
男
子
④　

歳
代

４０

４０

女
子
⑤　

歳
代
男
子
⑥　

５０

５０

歳
以
上
女
子
⑦　

歳
以
上

６０

男
子
⑧
高
校
男
子
⑨
高
校

女
子
※
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技

者
で
、　

分
以
内
で
完
走

７０

で
き
る
方【
フ
ァ
ン
ラ
ン
２

㎞
】…
⑩
小
学
生
以
上
の

市
民
※
小
学
３
年
生
以
下

品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

　

【
ガ
ー
デ
ン
部
門
】

　

▽
金
賞
＝
鎗
田
富
士
男

▽
銀
賞
＝
石
部
正
則
▽
銅

賞
＝
河
森
由
利
子

　

【
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン

部
門
】

　

▽
金
賞
＝
北
田
加
代
子

▽
銀
賞
＝
岡
崎
京
子
▽
銅

賞
＝
増
田
昌
弘

　

【
緑
の
街
並
み
部
門
】

　

▽
金
賞
＝
小
山
小
学
校

▽
銀
賞
＝
流
山
小
学
校
▽

銅
賞
＝
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

わ
た
し
の
家

　

【
市
民
特
別
賞
】

　

平
井
栄
子

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

は
保
護
者
の
方
の
参
加
が

必
要
で
す
▽
対
象
／
定
員

＝
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
／

　

㎞
コ
ー
ス
…
１
７
０
０

１０人
、
フ
ァ
ン
ラ
ン
２
㎞
…

５
０
０
人
※
い
ず
れ
も
先

着
順
▽
参
加
費
＝　

㎞
コ

１０

ー
ス
…
３
０
０
０
円
、
フ

ァ
ン
ラ
ン
２
㎞
…
１
５
０

０
円
▽
表
彰
＝　

㎞
コ
ー

１０

ス
は
各
種
目
６
位
ま
で
に

賞
状
と
記
念
品
、
ラ
ッ
キ

ー
賞
も
あ
り
。
フ
ァ
ン
ラ

ン
２
㎞
に
は
表
彰
は
あ
り

ま
せ
ん
※
参
加
者
全
員
に

参
加
賞
、
完
走
者
に
は
完

走
証
あ
り
▽
申
し
込
み
＝

①
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

（
�
０
４
８
―
７
７
８
―
５

８
８
８
）へ
※
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

        

w
w
w
.tecnoplan.co.jp

 
 
 
                
）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
申
し
込
み
も
可
②
市
民

総
合
体
育
館
、
市
役
所
生

涯
学
習
課
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、文
化
会
館
、各
公

民
館
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー

に
設
置
の
参
加
申
込
用
紙

で
郵
便
局
に
て
申
し
込
み

を
※
い
ず
れ
も
８
月　

日
３１

ま
で

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

公
民
館
で
は
、
東
京
理

科
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
夢
工

房
の
開
放
講
座
「
現
代
科

学
を
楽
し
む
〜
快
適
な
く

　

▽
期
日
／
内
容
＝
別
表

の
と
お
り
▽
時
間
＝　

時
１４

〜　

時
▽
場
所
＝
東
京
理

１６
科
大
学
野
田
校
舎
▽
対
象

／
定
員
＝
高
校
生
以
上
の

方
／　

人（
先
着
順
）▽
参

５０

加
費
＝
２
０
０
０
円
（
６

回
分
、資
料
代
）▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

ら
し
と
健
康
〜
」（
全
６ 

回
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

専
門
の
講
師
に
よ
り
科

学
の
見
地
か
ら
、
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
や
健
康
に

つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

７
月
４
日
、
市
特
産
の

枝
豆
の
出
来
栄
え
を
競
う

「
枝
豆
立
毛
共
進
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
園
芸
団
体

連
合
会（
豊
島
啓
行
会
長
）

の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で　
２４

回
を
数
え
ま
す
。
応
募
の

あ
っ
た　

件
そ
れ
ぞ
れ
の

２０

農
家
の
畑
で
、
病
害
虫
の

発
生
程
度
や
管
理
状
況
な

ど
の
生
育
状
況
、
枝
豆
の

さ
や
の
大
き
さ
や
数
量
な

ど
の
品
質
を
審
査
し
ま
し

た
＝
写
真
。

　

今
年
は
、
天
候
の
影
響

を
受
け
病
害
虫
の
発
生
が

多
い
中
、
ど
の
畑
も
き
め

細
か
な
肥
培
管
理
が
行
き

届
い
て
お
り
、
各
農
家
の

努
力
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
市
長
賞
に

は
三
輪
野
山
の
堀
江
み
つ

子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
６

生育状況などを審査

市長賞に堀江さん

日　程・催し物会　場
１日�～４日�、　夏休み楽しい工作　２２日�～２４日�
７日�～１８日�　レッツチャレンジ

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

２４日�　みんなで作ろう楽しい工作
３０日�　ミニえんにち

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

２２日�　ビデオシアター
２３日�・２５日�　万華鏡作り

思井児童センター
�７１５９－５６６６

１６日�～１８日�　夏休み工作教室
３０日�　チャレンジゲーム大会

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

８日�～１２日�　工作の日（スライム作り）
２４日�　ビデオシアター

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

１日�～３１日�　毎日が大会
２３日�　ビデオシアター

野々下児童センター
�７１４５－９５００

１日�～３１日�　夏休み工作
２９日�～３１日�　チャレンジ

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１１日�　おたのしみ会
１８日�　お誕生会

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター８月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

�

�

�

�
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������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

市民ギャラリー　今月の展示

【文化協会手工芸部作品展】
１日�～３１日�

　流山市文化協会手工芸部の作品を展示します。
　　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

　期日／内容
講　師テーマ期　日

東京理科大学薬学部
生命創薬科学科
　安部良　教授

これだけは知っておかなけ
ればならない免疫の知識
―免疫は敵か味方か―

９月１６日�

同大基礎工学部生物
工学科
　堀戸重臣　教授

生死を分ける糖類の働き９月３０日�

同大基礎工学部生物
工学科
　百瀬春生　教授

宇宙と健康
―はて一体どんな関係―

１０月１４日�

同大理学部教養学科
　長島秀行　教授

温泉と健康１０月２８日�

同大理工学部応用生
物科学科
　池北雅彦　教授

遺伝子組み換え食品の未来１１月４日�

帝国出版株式会社
　瀧澤美奈子　さん

潜水船「しんかい　６５００」で
見た、驚きの深海世界・伊
豆半島沖の多発地震、活断
層に群がる深海生物たち

１１月１８日�
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